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(57)【要約】
　本発明の実施形態は、データ伝送方法、ネットワーク
装置、および端末装置を提供する。ネットワーク装置は
、端末装置群の要件に基づいてN個のスケジューリング
情報群を構成し、N個のスケジューリング情報群のうち
のM個のスケジューリング情報群に基づいて少なくとも1
片のダウンリンクデータを構成し、第1の伝送時間単位
で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信する
。これに対応して、第1の端末装置は、N個のスケジュー
リング情報群を決定し、N個のスケジューリング情報群
に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデー
タを検出する。このようにして、第1のダウンリンクデ
ータは、複数回の伝送と1回の検出に成功することで、
正常に伝送され得るので、信頼性の高いデータ伝送が実
現される。さらに、大量の制御オーバヘッドを導入する
ことなく、PDCCH動的スケジューリングの低い信頼性が
回避されるだけでなく、リンクアダプテーションも得ら
れる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク装置によって、N個のスケジューリング情報群を構成するステップであっ
て、Nは正の整数である、ステップと、
　前記ネットワーク装置によって、前記N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケ
ジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成するステップであって、
前記第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、MはN以下の
正の整数である、ステップと、
　前記ネットワーク装置によって、第1の伝送時間単位で前記第1のダウンリンクデータを
前記第1の端末装置に送信するステップと
　を含む、データ伝送方法。
【請求項２】
　前記第1のダウンリンクデータがM片のダウンリンクデータを含み、前記M片のダウンリ
ンクデータは同じ情報を搬送し、前記ネットワーク装置によって、前記N個のスケジュー
リング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータ
を構成する前記ステップは、
　前記ネットワーク装置によって、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個の変
調符号化方式MCSに基づいて、前記M片のダウンリンクデータを個別に変調するステップ、
および／または
　前記ネットワーク装置によって、前記M片のダウンリンクデータを、前記M個のスケジュ
ーリング情報群に示されるM個のチャネルリソースにそれぞれマッピングするステップを
含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記M個のスケジューリング情報群が、前記N個のスケジューリング情報群のうちのi番
目のスケジューリング情報群を含み、前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャネルリ
ソースおよびSi個のMCSを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチ
ャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、
　Siは1より大きい整数である、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1のダウンリンクデータがSi片のダウンリンクデータを含み、前記ネットワーク
装置によって、前記N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群
に基づいて第1のダウンリンクデータを構成する前記ステップは、
　前記ネットワーク装置によって、前記i番目のスケジューリング情報群に基づいて前記S

i片のダウンリンクデータを構成するステップであって、前記Si片のダウンリンクデータ
は同じ情報を搬送する、ステップを含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記第1のダウンリンクデータが、Sj片のダウンリンクデータをさらに含み、前記M個の
スケジューリング情報群は、前記N個のスケジューリング情報群のうちのj番目のスケジュ
ーリング情報群を含み、前記j番目のスケジューリング情報群および前記i番目のスケジュ
ーリング情報群は異なるスケジューリング情報であり、前記ネットワーク装置によって、
前記N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1
のダウンリンクデータを構成する前記ステップは、
　前記ネットワーク装置によって、前記j番目のスケジューリング情報群に基づいて前記S

j片のダウンリンクデータを構成するステップであって、前記Sj片のダウンリンクデータ
は同じ情報を搬送する、ステップを含み、
　前記Sj片のダウンリンクデータで搬送される前記情報は、前記Si片のダウンリンクデー
タで搬送される前記情報とは異なり、Sjは正の整数である、請求項3または4に記載の方法
。
【請求項６】
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　前記ネットワーク装置によって、前記N個のスケジューリング情報群のうちのP個のスケ
ジューリング情報群に基づいて第2のダウンリンクデータを構成するステップであって、P
はN以下の正の整数である、ステップと、
　前記ネットワーク装置によって、第2の伝送時間単位で前記第2のダウンリンクデータを
第2の端末装置に送信するステップと
　をさらに含む、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1の伝送時間単位が前記第2の伝送時間単位と重ならず、前記M個のスケジューリ
ング情報群は、前記P個のスケジューリング情報群と同じ、部分的に同じ、または異なる
か、あるいは
　前記第1の伝送時間単位が前記第2の伝送時間単位と重なるかまたは部分的に重なり、前
記M個のスケジューリング情報群は、前記P個のスケジューリング情報群と異なる、
　請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記ネットワーク装置によって、第1の伝送時間単位で前記第1のダウンリンクデータを
前記第1の端末装置に送信する前記ステップの前に、前記方法が、
　前記ネットワーク装置によって、前記第1の端末装置および／または前記第2の端末装置
にスケジューリング情報指示シグナリングを送信するステップであって、前記スケジュー
リング情報指示シグナリングは、前記N個のスケジューリング情報群を指示するために使
用され、前記スケジューリング情報指示シグナリングは、上位レイヤシグナリングまたは
物理レイヤシグナリングである、ステップをさらに含む、請求項1から7のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項９】
　前記ネットワーク装置によって、前記第1の伝送時間単位でダウンリンクデータ指示シ
グナリングを前記第1の端末装置に送信するステップであって、前記ダウンリンクデータ
指示シグナリングは、前記第1のダウンリンクデータが前記第1の伝送時間内に送信される
かどうかを示すために使用される、ステップ
　をさらに含む、請求項1から8のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　第1の端末装置によって、N個のスケジューリング情報群を決定するステップであって、
Nは正の整数である、ステップと、
　前記第1の端末装置によって、前記N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送
時間単位で第1のダウンリンクデータを検出するステップであって、前記第1のダウンリン
クデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含む、ステップと
　を含む、データ伝送方法。
【請求項１１】
　前記第1のダウンリンクデータが、前記N個のスケジューリング情報群のうちのM個のス
ケジューリング情報群に基づいて前記ネットワーク装置によって構成され、MはN以下の正
の整数である、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第1のダウンリンクデータがM片のダウンリンクデータを含み、前記M片のダウンリ
ンクデータは同じ情報を搬送し、前記第1の端末装置によって、前記N個のスケジューリン
グ情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータの検出する前記ステッ
プは、
　前記第1の伝送時間単位で前記第1の端末装置によって、前記M個のスケジューリング情
報群に示されるM個のチャネルリソースから前記M片のダウンリンクデータを抽出するステ
ップ、および／または
　前記第1の端末装置によって、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個のMCSに
基づいて、前記第1の伝送時間単位で前記M片のダウンリンクデータを復調するステップを
含む、請求項11に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記M個のスケジューリング情報群が、前記N個のスケジューリング情報群のうちのi番
目のスケジューリング情報群を含み、前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャネルリ
ソースおよびSi個のMCSを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチ
ャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、
　Siは1より大きい整数である、請求項11に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第1のダウンリンクデータがSi片のダウンリンクデータを含み、前記第1の端末装置
によって、前記N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウ
ンリンクデータを検出する前記ステップは、
　前記第1の端末装置によって、前記i番目のスケジューリング情報群に基づいて前記Si片
のダウンリンクデータを検出するステップであって、前記Si片のダウンリンクデータは同
じ情報を搬送する、ステップを含む、請求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第1のダウンリンクデータがSj片のダウンリンクデータをさらに含み、前記M個のス
ケジューリング情報群は、前記N個のスケジューリング情報群のうちのj番目のスケジュー
リング情報群を含み、前記j番目のスケジューリング情報群および前記i番目のスケジュー
リング情報群は異なるスケジューリング情報であり、前記第1の端末装置によって、前記N
個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを
検出する前記ステップは、
　前記第1の端末装置によって、前記j番目のスケジューリング情報群に基づいて前記Sj片
のダウンリンクデータを検出するステップであって、前記Sj片のダウンリンクデータは同
じ情報を搬送する、ステップを含み、
　前記Sj片のダウンリンクデータで搬送される前記情報は、前記Si片のダウンリンクデー
タで搬送される前記情報とは異なり、Sjは正の整数である、請求項13または14に記載の方
法。
【請求項１６】
　前記第1の端末装置によって、前記N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送
時間単位で第1のダウンリンクデータを検出する前記ステップの前に、
　前記第1の端末装置によって、前記ネットワーク装置によって送信されたスケジューリ
ング情報指示シグナリングを受信するステップであって、前記スケジューリング情報指示
シグナリングは、前記N個のスケジューリング情報群を指示するために使用され、前記ス
ケジューリング情報指示シグナリングは、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグ
ナリングである、ステップをさらに含む、請求項10から15のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第1の端末装置によって、前記N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送
時間単位で第1のダウンリンクデータを検出する前記ステップの前に、
　前記第1の端末装置によって、前記第1の伝送時間単位で前記ネットワーク装置によって
送信されたダウンリンクデータ指示シグナリングを受信するステップであって、前記ダウ
ンリンクデータ指示シグナリングは、前記第1のダウンリンクデータが前記第1の伝送時間
内に送信されるかどうかを示すために使用される、ステップをさらに含む、請求項10から
16のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　N個のスケジューリング情報群を構成し、Nは正の整数であり、前記N個のスケジューリ
ング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを
構成し、前記第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、M
はN以下の正の整数である、ように構成された処理モジュールと、
　第1の伝送時間単位で前記第1のダウンリンクデータを前記第1の端末装置に送信するよ
うに構成されたトランシーバモジュールと
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　を備える、ネットワーク装置。
【請求項１９】
　前記第1のダウンリンクデータがM片のダウンリンクデータを含み、前記M片のダウンリ
ンクデータは同じ情報を搬送し、前記N個のスケジューリング情報群のうちの前記M個のス
ケジューリング情報群に基づいて前記第1のダウンリンクデータを構成するとき、前記処
理モジュールは、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個の変調符号化方式MCS
に基づいて、前記M片のダウンリンクデータを特に個別に変調する、および／または前記M
片のダウンリンクデータを、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャネル
リソースにそれぞれマッピングする、請求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　前記M個のスケジューリング情報群が、前記N個のスケジューリング情報群のうちのi番
目のスケジューリング情報群を含み、前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャネルリ
ソースおよびSi個のMCSを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチ
ャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、
　Siは1より大きい整数である、請求項18に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第1のダウンリンクデータがSi片のダウンリンクデータを含み、前記処理モジュー
ルは、前記N個のスケジューリング情報群のうちの前記M個のスケジューリング情報群に基
づいて前記第1のダウンリンクデータを構成するときに前記i番目のスケジューリング情報
群に基づいて前記Si片のダウンリンクデータを特に構成し、前記Si片のダウンリンクデー
タは同じ情報を搬送する、請求項20に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第1のダウンリンクデータがSj片のダウンリンクデータをさらに含み、前記M個のス
ケジューリング情報群は、前記N個のスケジューリング情報群のうちのj番目のスケジュー
リング情報群を含み、前記j番目のスケジューリング情報群および前記i番目のスケジュー
リング情報群は異なるスケジューリング情報であり、前記処理モジュールは、前記N個の
スケジューリング情報群のうちの前記M個のスケジューリング情報群に基づいて前記第1の
ダウンリンクデータを構成するときに、前記j番目のスケジューリング情報群に基づいて
前記Sj片のダウンリンクデータを特に構成し、前記Sj片のダウンリンクデータは同じ情報
を搬送し、
　前記Sj片のダウンリンクデータで搬送される前記情報は、前記Si片のダウンリンクデー
タで搬送される前記情報とは異なり、Sjは正の整数である、請求項20または21に記載の装
置。
【請求項２３】
　前記処理モジュールが、前記N個のスケジューリング情報群のうちのP個のスケジューリ
ング情報群に基づいて第2のダウンリンクデータを構成するようにさらに構成され、PはN
以下の正の整数であり、
　前記トランシーバモジュールは、第2の伝送時間単位で前記第2のダウンリンクデータを
第2の端末装置に送信するようにさらに構成される、
　請求項18から22のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第1の伝送時間単位が前記第2の伝送時間単位と重ならず、前記M個のスケジューリ
ング情報群は、前記P個のスケジューリング情報群と同じ、部分的に同じ、または異なる
か、あるいは
　前記第1の伝送時間単位が前記第2の伝送時間単位と重なるかまたは部分的に重なり、前
記M個のスケジューリング情報群は、前記P個のスケジューリング情報群と異なる、
　請求項23に記載の装置。
【請求項２５】
　前記トランシーバモジュールが、前記第1の伝送時間単位で前記第1のダウンリンクデー
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タを前記第1の端末装置に送信する前に、前記第1の端末装置および／または前記第2の端
末装置にスケジューリング情報指示シグナリングを送信するようにさらに構成され、前記
スケジューリング情報指示シグナリングは、前記N個のスケジューリング情報群を指示す
るために使用され、前記スケジューリング情報指示シグナリングは、上位レイヤシグナリ
ングまたは物理レイヤシグナリングである、
　請求項18から24のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２６】
　前記トランシーバモジュールが、前記第1の伝送時間単位でダウンリンクデータ指示シ
グナリングを前記第1の端末装置に送信するようにさらに構成され、前記ダウンリンクデ
ータ指示シグナリングは、前記第1のダウンリンクデータが前記第1の伝送時間内に送信さ
れるかどうかを示すために使用される、
　請求項18から25のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２７】
　端末装置であって、前記端末装置が第1の端末装置であり、前記第1の端末装置は、
　N個のスケジューリング情報群を決定し、Nは正の整数であり、前記N個のスケジューリ
ング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出し、前記第1
のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含む、ように構成された
処理モジュールを備える、端末装置。
【請求項２８】
　前記第1のダウンリンクデータが、前記N個のスケジューリング情報群のうちのM個のス
ケジューリング情報群に基づいて前記ネットワーク装置によって構成され、MはN以下の正
の整数である、請求項27に記載の装置。
【請求項２９】
　前記第1のダウンリンクデータがM片のダウンリンクデータを含み、前記M片のダウンリ
ンクデータは同じ情報を搬送し、前記N個のスケジューリング情報群に基づいて前記第1の
伝送時間単位で前記第1のダウンリンクデータを検出するとき、前記処理モジュールは、
前記第1の伝送時間単位で、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャネル
リソースから前記M片のダウンリンクデータを抽出するように特に構成され、および／ま
たは前記処理モジュールは、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個のMCSに基
づいて、前記第1の伝送時間単位で前記M片のダウンリンクデータを復調するように特に構
成される、請求項28に記載の装置。
【請求項３０】
　前記M個のスケジューリング情報群が、前記N個のスケジューリング情報群のうちのi番
目のスケジューリング情報群を含み、前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャネルリ
ソースおよびSi個のMCSを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチ
ャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、
　Siは1より大きい整数である、請求項28に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第1のダウンリンクデータがSi片のダウンリンクデータを含み、前記処理モジュー
ルは、前記N個のスケジューリング情報群に基づいて前記第1の伝送時間単位で前記第1の
ダウンリンクデータを検出するときに前記i番目のスケジューリング情報群に基づいて前
記Si片のダウンリンクデータを検出するように特に構成され、前記Si片のダウンリンクデ
ータは同じ情報を搬送する、請求項30に記載の装置。
【請求項３２】
　前記第1のダウンリンクデータがSj片のダウンリンクデータをさらに含み、前記M個のス
ケジューリング情報群は、前記N個のスケジューリング情報群のうちのj番目のスケジュー
リング情報群を含み、前記j番目のスケジューリング情報群および前記i番目のスケジュー
リング情報群は異なるスケジューリング情報であり、前記処理モジュールは、前記N個の
スケジューリング情報群に基づいて前記第1の伝送時間単位で前記第1のダウンリンクデー
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タを検出するときに、前記j番目のスケジューリング情報群に基づいて前記Sj片のダウン
リンクデータを検出するように特に構成され、前記Sj片のダウンリンクデータは同じ情報
を搬送し、
　前記Sj片のダウンリンクデータで搬送される前記情報は、前記Si片のダウンリンクデー
タで搬送される前記情報とは異なり、Sjは正の整数である、請求項30または31に記載の装
置。
【請求項３３】
　前記処理モジュールが前記N個のスケジューリング情報群に基づいて前記第1の伝送時間
単位で前記第1のダウンリンクデータを検出する前に、前記ネットワーク装置によって送
信されたスケジューリング情報指示シグナリングを受信するように構成されたトランシー
バモジュールであって、前記スケジューリング情報指示シグナリングは、前記N個のスケ
ジューリング情報群を指示するために使用され、前記スケジューリング情報指示シグナリ
ングは、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングである、トランシーバモ
ジュール
　をさらに備える、請求項27から32のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３４】
　前記処理モジュールが前記N個のスケジューリング情報群に基づいて前記第1の伝送時間
単位で前記第1のダウンリンクデータを検出する前に、前記第1の伝送時間単位で前記ネッ
トワーク装置によって送信されるダウンリンクデータ指示シグナリングを受信するように
構成されたトランシーバモジュールであって、前記ダウンリンクデータ指示シグナリング
は、前記第1のダウンリンクデータが前記第1の伝送時間内に送信されるかどうかを示すた
めに使用される、トランシーバモジュール
　をさらに備える、請求項27から33のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３５】
　プロセッサ、メモリ、通信インタフェース、およびシステムバスを備えたネットワーク
装置であって、前記メモリ、前記通信インタフェース、および前記プロセッサは、前記シ
ステムバスを使用して互いに接続されて通信し、前記メモリはコンピュータ実行命令を格
納するように構成され、前記通信インタフェースは他の装置と通信するように構成され、
前記プロセッサは前記コンピュータ実行命令を実行するように構成され、それによって前
記ネットワーク装置は請求項1から9のいずれか一項に記載の方法を実行する、ネットワー
ク装置。
【請求項３６】
　端末装置であって、前記端末装置が第1の端末装置であり、前記第1の端末装置は、プロ
セッサ、メモリ、通信インタフェース、およびシステムバスを備え、前記メモリ、前記通
信インタフェース、および前記プロセッサは、前記システムバスを使用して互いに接続さ
れて通信し、前記メモリはコンピュータ実行命令を格納するように構成され、前記通信イ
ンタフェースは他の装置と通信するように構成され、前記プロセッサは前記コンピュータ
実行命令を実行するように構成され、それによって前記第1の端末装置は請求項10から17
のいずれか一項に記載の方法を実行する、端末装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、通信技術に関し、特に、データ伝送方法、ネットワーク装置、お
よび端末装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムにおいて、端末装置は、ネットワーク装置によって送信されたダウン
リンク制御情報（Downlink Control Information，DCI）に基づいてダウンリンクデータ
を受信するか、またはアップリンクデータを送信する。DCIは、スケジューリング情報、
電力制御命令情報などを含む。スケジューリング情報は、少なくともリソース割り当て（
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Resource Allocation，RA）情報および／または変調符号化方式（Modulation and coding
 Scheme，MCS）情報を含む。
【０００３】
　ロングタームエボリューション（Long Term Evolution，LTE）システムでは、ネットワ
ーク装置は、DCIを、リリース8（Relase8，R8）で定義されているPDCCHなどの物理ダウン
リンク制御チャネル（Physical Downlink Control Channel，PDCCH）、またはリリース11
（Release，R11）で定義されている拡張物理ダウンリンク制御チャネル（enhanced Physi
cal Downlink Control Channel，ePDCCH）に主に追加する。データ伝送プロセスにおいて
、ユーザ機器は、必要なDCIを取得するためにPDCCHまたはePDCCH上でブラインド検出を実
行し、DCIに基づいてダウンリンクデータを受信するかまたはアップリンクデータを送信
する。ブラインド検出の間、エラーが発生する可能性があり、エラー発生の可能性は誤検
出（miss－detection）確率と呼ばれる。一般に、LTEにおけるPDCCHまたはePDCCHの誤検
出確率の指標は10－2である。
【０００４】
　将来の第5世代移動通信（the 5th Generation Mobile Communication，5G）には、高信
頼低遅延通信（Ultra Reliable and Low Latency Communication，URLLC）が導入されて
いる。URLLCには2つの重要な指標がある。1．ユーザプレーン遅延（User plane latency
）が0．5ミリ秒に達する。2．信頼性が10－5から1の範囲の値に達する。LTEのデータ伝送
メカニズムがURLLCに使用され続ける場合、PDCCHまたはePDCCHの誤検出確率の指標は10－
2であるため、URLLCの信頼性指標を明らかに満たすことができない。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の実施形態は、信頼性の高いデータ伝送を実現するためのデータ伝送方法、ネッ
トワーク装置、および端末装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第1の態様によれば、本発明の一実施形態はデータ伝送方法を提供する。方法は、ネッ
トワーク装置の観点から説明され、方法は、ネットワーク装置によって、端末装置群の要
件に基づいてN個のスケジューリング情報群を構成し、N個のスケジューリング情報群のう
ちのM個のスケジューリング情報群に基づいて少なくとも1片のダウンリンクデータを構成
し、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信するステップ
と、これに対応して、第1の端末装置によって、N個のスケジューリング情報群を決定する
ステップと、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウン
リンクデータを検出するステップと、を含む。
【０００７】
　前述の方法では、第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含
み、少なくとも1片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。したがって、第1の端末
装置が第1のダウンリンクデータから1片のダウンリンクデータを正しく検出できれば、デ
ータの受信に成功したことになる。このように、第1のダウンリンクデータは、複数回の
伝送と1回の検出に成功することで、正常に伝送され得るので、信頼性の高いデータ伝送
が実現される。さらに、大量の制御オーバヘッドを導入することなく、PDCCH動的スケジ
ューリングの低い信頼性が回避されるだけでなく、リンクアダプテーションも得られる。
【０００８】
　実現可能な実装において、M個のスケジューリング情報群のそれぞれが1つのチャネルリ
ソースおよび／または1つのMCSを示すとき、第1のダウンリンクデータはM片のダウンリン
クデータを含み、ネットワーク装置がN個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジ
ューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成するステップは、ネットワ
ーク装置が、M個のスケジューリング情報群に示されるM個の変調符号化方式MCSに基づい
て、M片のダウンリンクデータを変調するステップ、および、ネットワーク装置が、ダウ
ンリンクデータをM個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャネルリソースにそれ
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ぞれマッピングするステップのうちの少なくとも一方を含む。このプロセスでは、M個の
第1のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。
【０００９】
　上述の方法では、M個のスケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によって
構成される第1のダウンリンクデータは、同じ情報を搬送するM片のダウンリンクデータを
含み、同じ情報を搬送するM片のダウンリンクデータは、第1の伝送時間単位で第1の端末
装置に送信され、これにより、第1の端末装置は、M片のダウンリンクデータを検出する。
これは、Mが1より大きい場合に主に当てはまる。
【００１０】
　実現可能な実装形態では、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情
報群のうちのi番目のスケジューリング情報群を含み、i番目のスケジューリング情報群は
Si個のチャネルリソースを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースおよびSi個のMCSを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群はSi個の
チャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、
　Siは1より大きい整数である。
【００１１】
　ネットワーク装置が第1のダウンリンクデータに含まれるSi片のダウンリンクデータを
構成することは、ネットワーク装置が、i番目のスケジューリング情報群に示されるSi個
のMCSに基づいてSi片のダウンリンクデータを変調するステップ、およびネットワーク装
置が、Si片のダウンリンクデータをSi個のチャネルリソースにそれぞれマッピングするス
テップのうちの少なくとも1つを含む。
【００１２】
　上記の方法では、M個のスケジューリング情報群のうちi番目のスケジューリング情報群
について、ネットワーク装置によって構成される第1のダウンリンクデータはSi片のダウ
ンリンクデータを含み、Si片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、これにより、第
1の端末装置は、Si片のダウンリンクデータを検出する。これは主にM＝1またはM＝2の場
合に当てはまる。
【００１３】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはSj片のダウンリンクデータをさ
らに含み、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情報群のうちのj番
目のスケジューリング情報群を含み、j番目のスケジューリング情報群およびi番目のスケ
ジューリング情報群は異なるスケジューリング情報であり、ネットワーク装置がN個のス
ケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリン
クデータを構成することは、ネットワーク装置によって、j番目のスケジューリング情報
群に基づいてSj片のダウンリンクデータを構成することを含み、Sj片のダウンリンクデー
タは同じ情報を搬送し、Sj片のダウンリンクデータで搬送される情報はSi片のダウンリン
クデータで搬送される情報とは異なり、Sjは正の整数である。
【００１４】
　実現可能な実装形態では、方法は、ネットワーク装置によって、N個のスケジューリン
グ情報群のうちのP個のスケジューリング情報群に基づいて第2のダウンリンクデータを構
成するステップであって、PはN以下の正の整数である、ステップと、ネットワーク装置に
よって、第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを第2の端末装置に送信するステ
ップと、を含む。第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位と重ならず、M個のスケジュー
リング情報群は、P個のスケジューリング情報群と同じ、部分的に同じ、または異なるか
、あるいは第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位と重なるかまたは部分的に重なり、M
個のスケジューリング情報群は、P個のスケジューリング情報群と異なる。
【００１５】
　前述の方法では、ネットワーク装置は、1つの端末装置群に対してN個のスケジューリン
グ情報群を構成し、1つまたは複数のチャネルリソースで、端末装置群内で伝送要件を有
する1つまたは複数のUEにダウンリンクデータを送信する。複数のUEはチャネルリソース
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を再利用し、それによってチャネルリソースの利用率を高める。
【００１６】
　実現可能な実装形態では、ネットワーク装置によって、第1の伝送時間単位で第1のダウ
ンリンクデータを第1の端末装置に送信するステップの前に、方法は、ネットワーク装置
によって、第1の端末装置および／または第2の端末装置にスケジューリング情報指示シグ
ナリングを送信するステップをさらに含み、スケジューリング情報指示シグナリングは、
N個のスケジューリング情報群を指示するために使用され、スケジューリング情報指示シ
グナリングは、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングである。物理的シ
グナリングが使用されるとき、スケジューリング情報を更新することは便利である。上位
レイヤシグナリングが使用されると、リソースが削減される。
【００１７】
　実現可能な実装形態では、方法は、
　ネットワーク装置によって、第1の伝送時間単位でダウンリンクデータ指示シグナリン
グを第1の端末装置に送信するステップであって、ダウンリンクデータ指示シグナリング
は、第1のダウンリンクデータが第1の伝送時間内に送信されるかどうかを示すために使用
され、それによって、端末装置が第1のダウンリンクデータに対してブラインド検出をリ
アルタイムで実行することを妨げる、ステップをさらに含む。
【００１８】
　第2の態様によれば、本発明の一実施形態はデータ伝送方法を提供する。方法は、第1の
端末装置の観点から説明され、方法は、第1の端末装置によって、N個のスケジューリング
情報群を決定するステップであって、Nは正の整数である、ステップと、第1の端末装置に
よって、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリン
クデータを検出するステップであって、第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウ
ンリンクデータを含む、ステップと、を含む。
【００１９】
　前述の方法では、第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含
み、少なくとも1片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。したがって、第1の端末
装置が第1のダウンリンクデータから1片のダウンリンクデータを正しく検出できれば、デ
ータの受信に成功したことになる。このように、第1のダウンリンクデータは、複数回の
伝送と1回の検出に成功することで、正常に伝送され得るので、信頼性の高いデータ伝送
が実現される。さらに、大量の制御オーバヘッドを導入することなく、PDCCH動的スケジ
ューリングの低い信頼性が回避されるだけでなく、リンクアダプテーションも得られる。
【００２０】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータは、N個のスケジューリング情報群
のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によって構成され、M
はN以下の正の整数である。
【００２１】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはM片のダウンリンクデータを含み
、M片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、第1の端末装置によって、N個のスケジ
ューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータの検出するス
テップは、第1の伝送時間単位で第1の端末装置によって、M個のスケジューリング情報群
に示されるM個のチャネルリソースからM片のダウンリンクデータを抽出するステップ、お
よび／または、第1の端末装置によって、M個のスケジューリング情報群に示されるM個のM
CSに基づいて、第1の伝送時間単位でM片のダウンリンクデータを復調するステップを含む
。
【００２２】
　実現可能な実装形態では、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情
報群のうちのi番目のスケジューリング情報群を含み、i番目のスケジューリング情報群は
Si個のチャネルリソースを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースおよびSi個のMCSを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群はSi個の
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チャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、Siは1より大きい
整数である。
【００２３】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはSi片のダウンリンクデータを含
み、第1の端末装置によって、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単
位で第1のダウンリンクデータを検出するステップは、
　第1の端末装置によって、i番目のスケジューリング情報群に基づいてSi片のダウンリン
クデータを検出するステップであって、Si片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する
、ステップを含む。
【００２４】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはSj片のダウンリンクデータをさ
らに含み、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情報群のうちのj番
目のスケジューリング情報群を含み、j番目のスケジューリング情報群およびi番目のスケ
ジューリング情報群は異なるスケジューリング情報であり、第1の端末装置によって、N個
のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検
出するステップは、第1の端末装置によって、j番目のスケジューリング情報群に基づいて
Sj片のダウンリンクデータを検出するステップを含み、Sj片のダウンリンクデータは同じ
情報を搬送し、Sj片のダウンリンクデータで搬送される情報はSi片のダウンリンクデータ
で搬送される情報とは異なり、Sjは正の整数である。
【００２５】
　実現可能な実装形態では、第1の端末装置によって、N個のスケジューリング情報群に基
づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出するステップの前に、方法は
、第1の端末装置によって、ネットワーク装置によって送信されたスケジューリング情報
指示シグナリングを受信するステップをさらに含み、スケジューリング情報指示シグナリ
ングは、N個のスケジューリング情報群を指示するために使用され、スケジューリング情
報指示シグナリングは、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングである。
【００２６】
　実現可能な実装形態では、第1の端末装置によって、N個のスケジューリング情報群に基
づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出するステップの前に、方法は
、第1の端末装置によって、第1の伝送時間単位でネットワーク装置によって送信されたダ
ウンリンクデータ指示シグナリングを受信するステップをさらに含み、ダウンリンクデー
タ指示シグナリングは、第1のダウンリンクデータが第1の伝送時間内に送信されるかどう
かを示すために使用される。
【００２７】
　第3の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　N個のスケジューリング情報群を構成し、Nは正の整数であり、N個のスケジューリング
情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成
し、第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、MはN以下の
正の整数である、ように構成された処理モジュールと、
　第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信するように構成
されたトランシーバモジュールと
　を備えるネットワーク装置を提供する。
【００２８】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはM片のダウンリンクデータを含み
、M片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、N個のスケジューリング情報群のうちの
M個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成するとき、処理
モジュールは、M個のスケジューリング情報群に示されるM個の変調符号化方式MCSに基づ
いて、M片のダウンリンクデータを特に個別に変調する、および／またはM片のダウンリン
クデータを、M個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャネルリソースにそれぞれ
マッピングする。
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【００２９】
　実現可能な実装形態では、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情
報群のうちのi番目のスケジューリング情報群を含み、i番目のスケジューリング情報群は
Si個のチャネルリソースを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースおよびSi個のMCSを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群はSi個の
チャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、
　Siは1より大きい整数である。
【００３０】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはSi片のダウンリンクデータを含
み、処理モジュールは、N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情
報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成するときにi番目のスケジューリング情報
群に基づいてSi片のダウンリンクデータを特に構成し、Si片のダウンリンクデータは同じ
情報を搬送する。
【００３１】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはSj片のダウンリンクデータをさ
らに含み、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情報群のうちのj番
目のスケジューリング情報群を含み、j番目のスケジューリング情報群およびi番目のスケ
ジューリング情報群は異なるスケジューリング情報であり、処理モジュールは、N個のス
ケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリン
クデータを構成するときに、j番目のスケジューリング情報群に基づいてSj片のダウンリ
ンクデータを特に構成し、Sj片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、
　Sj片のダウンリンクデータで搬送される情報は、Si片のダウンリンクデータで搬送され
る情報とは異なり、Sjは正の整数である。
【００３２】
　実現可能な実装形態では、処理モジュールは、N個のスケジューリング情報群のうちのP
個のスケジューリング情報群に基づいて第2のダウンリンクデータを構成するようにさら
に構成され、PはN以下の正の整数であり、
　トランシーバモジュールは、第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを第2の端
末装置に送信するようにさらに構成される。
【００３３】
　実現可能な実装形態では、第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位と重ならず、M個の
スケジューリング情報群は、P個のスケジューリング情報群と同じ、部分的に同じ、また
は異なるか、あるいは
　第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位と重なるかまたは部分的に重なり、M個のスケ
ジューリング情報群は、P個のスケジューリング情報群と異なる。
【００３４】
　実現可能な実装形態では、トランシーバモジュールは、第1の伝送時間単位で第1のダウ
ンリンクデータを第1の端末装置に送信する前に、第1の端末装置および／または第2の端
末装置にスケジューリング情報指示シグナリングを送信するようにさらに構成され、スケ
ジューリング情報指示シグナリングは、N個のスケジューリング情報群を指示するために
使用され、スケジューリング情報指示シグナリングは、上位レイヤシグナリングまたは物
理レイヤシグナリングである。
【００３５】
　実現可能な実装形態では、トランシーバモジュールは、第1の伝送時間単位でダウンリ
ンクデータ指示シグナリングを第1の端末装置に送信するようにさらに構成され、ダウン
リンクデータ指示シグナリングは、第1のダウンリンクデータが第1の伝送時間内に送信さ
れるかどうかを示すために使用される。
【００３６】
　第4の態様によれば、本発明の一実施形態は、端末装置を提供し、端末装置は第1の端末
装置であり、第1の端末装置は、
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　N個のスケジューリング情報群を決定し、Nは正の整数であり、N個のスケジューリング
情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出し、第1のダウン
リンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含む、ように構成された処理モジ
ュールを含む。
【００３７】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータは、N個のスケジューリング情報群
のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によって構成され、M
はN以下の正の整数である。
【００３８】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはM片のダウンリンクデータを含み
、M片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、N個のスケジューリング情報群に基づい
て第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出するとき、処理モジュールは、第
1の伝送時間単位で、M個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャネルリソースか
らM片のダウンリンクデータを抽出するように特に構成され、および／または処理モジュ
ールは、M個のスケジューリング情報群に示されるM個のMCSに基づいて、第1の伝送時間単
位でM片のダウンリンクデータを復調するように特に構成される。
【００３９】
　実現可能な実装形態では、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情
報群のうちのi番目のスケジューリング情報群を含み、i番目のスケジューリング情報群は
Si個のチャネルリソースを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースおよびSi個のMCSを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群はSi個の
チャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、
　Siは1より大きい整数である。
【００４０】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはSi片のダウンリンクデータを含
み、処理モジュールは、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第
1のダウンリンクデータを検出するときにi番目のスケジューリング情報群に基づいてSi片
のダウンリンクデータを検出するように特に構成され、Si片のダウンリンクデータは同じ
情報を搬送する。
【００４１】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはSj片のダウンリンクデータをさ
らに含み、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情報群のうちのj番
目のスケジューリング情報群を含み、j番目のスケジューリング情報群およびi番目のスケ
ジューリング情報群は異なるスケジューリング情報であり、処理モジュールは、N個のス
ケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出す
るときに、j番目のスケジューリング情報群に基づいてSj片のダウンリンクデータを検出
するように特に構成され、Sj片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、
　Sj片のダウンリンクデータで搬送される情報は、Si片のダウンリンクデータで搬送され
る情報とは異なり、Sjは正の整数である。
【００４２】
　実現可能な実装形態では、第1の端末装置は、
　処理モジュールがN個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1の
ダウンリンクデータを検出する前に、ネットワーク装置によって送信されたスケジューリ
ング情報指示シグナリングを受信するように構成されたトランシーバモジュールであって
、スケジューリング情報指示シグナリングは、N個のスケジューリング情報群を指示する
ために使用され、スケジューリング情報指示シグナリングは、上位レイヤシグナリングま
たは物理レイヤシグナリングである、トランシーバモジュールをさらに含む。
【００４３】
　実現可能な実装形態では、トランシーバモジュールは、処理モジュールがN個のスケジ
ューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出する前
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に、ネットワーク装置によって送信されるダウンリンクデータ指示シグナリングを第1の
伝送時間単位で受信するように構成され、ダウンリンクデータ指示シグナリングは、第1
のダウンリンクデータが第1の伝送時間内に送信されるかどうかを示すために使用される
。
【００４４】
　第5の態様によれば、本発明の一実施形態は、プロセッサ、メモリ、通信インタフェー
ス、およびシステムバスを含むネットワーク装置を提供する。メモリ、通信インタフェー
ス、およびプロセッサは、システムバスを使用して互いに接続されて通信し、メモリはコ
ンピュータ実行命令を格納するように構成され、通信インタフェースは他の装置と通信す
るように構成され、プロセッサはコンピュータ実行命令を実行するように構成され、これ
により、ネットワーク装置は、第1の態様または第1の態様の可能な実装形態のうちのいず
れか1つのステップを実行する。
【００４５】
　第6の態様によれば、本発明の一実施形態は端末装置を提供し、端末装置は第1の端末装
置であり、第1の端末装置はプロセッサ、メモリ、通信インタフェース、およびシステム
バスを含む。メモリ、通信インタフェース、およびプロセッサは、システムバスを使用し
て互いに接続されて通信し、メモリはコンピュータ実行命令を格納するように構成され、
通信インタフェースは他の装置と通信するように構成され、プロセッサはコンピュータ実
行命令を実行するように構成され、これにより、第1の端末装置は、第1の態様または第1
の態様の可能な実装形態のうちのいずれか1つのステップを実行する。
【００４６】
　第7の態様によれば、本発明の一実施形態は、データ伝送方法を提供し、方法は、
　ネットワーク装置によって、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端
末装置に送信するステップであって、第1のダウンリンクデータに含まれる少なくとも1つ
のトランスポートブロックはスケジューリング情報を含む、ステップと、
　ネットワーク装置によって、スケジューリング情報に基づいて第2のダウンリンクデー
タを構成するステップと、
　ネットワーク装置によって、第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを第1の端
末装置に送信するステップと、を含み、
　第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位より早い。
【００４７】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはA個のトランスポートブロックを
含み、スケジューリング情報はA個のトランスポートブロックのうちの1つの最初のXビッ
トまたは最後のXビットを占有するか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のXビットまたは最後のXビットを占
有し、
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【００４８】
　実現可能な実施態様では、トランスポートブロックはスケジューリング情報指示フィー
ルド情報をさらに含み、
　第1のダウンリンクデータはA個のトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報指示フィールド情報はA個のトランスポートブロックのうちの1つの最初のYビットを占
有し、スケジューリング情報はトランスポートブロックのYビットの後のXビットを占有す
るか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報指示フィールド情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のYビットを占有
し、スケジューリング情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれのYビットの後のX
ビットを占有し、
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
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【００４９】
　実現可能な実装形態では、トランスポートブロック内のすべての情報に対してジョイン
トコーディングが実行される。
【００５０】
　実現可能な実装形態では、ネットワーク装置によって、第1の伝送時間単位で第1の端末
装置に第1のダウンリンクデータを送信するステップの前に、方法は、
　ネットワーク装置によって、N個のスケジューリング情報群を構成するステップであっ
て、Nは正の整数である、ステップと、
　ネットワーク装置によって、N個のスケジューリング情報群のうちの1つに基づいて第1
のダウンリンクデータを構成するステップとをさらに含む。
【００５１】
　第8の態様によれば、本発明の一実施形態はデータ伝送方法を提供し、方法は、
　第1の端末装置によって、第1の伝送時間単位でネットワーク装置によって送信された第
1のダウンリンクデータを受信するステップであって、第1のダウンリンクデータに含まれ
る少なくとも1つのトランスポートブロックはスケジューリング情報を含む、ステップと
、
　第1の端末装置によって、スケジューリング情報に基づいて第2の伝送時間単位で第2の
ダウンリンクデータを復調するステップであって、第2のダウンリンクデータは、スケジ
ューリング情報に基づいてネットワーク装置によって構成される、ステップと、を含み、
　第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位より早い。
【００５２】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはA個のトランスポートブロックを
含み、スケジューリング情報はA個のトランスポートブロックのうちの1つの最初のXビッ
トまたは最後のXビットを占有するか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のXビットまたは最後のXビットを占
有し、
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【００５３】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはA個のトランスポートブロックを
含み、スケジューリング情報指示フィールド情報はA個のトランスポートブロックのうち
の1つの最初のYビットを占有し、スケジューリング情報はトランスポートブロックのYビ
ットの後のXビットを占有するか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報指示フィールド情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のYビットを占有
し、スケジューリング情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれのYビットの後のX
ビットを占有し、
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【００５４】
　実現可能な実装形態では、トランスポートブロック内のすべての情報に対してジョイン
トコーディングが実行される。
【００５５】
　実現可能な実装形態では、第1の端末装置によって、第1の伝送時間単位でネットワーク
装置によって送信された第1のダウンリンクデータを受信するステップは、
　第1の伝送時間単位で第1の端末装置によって、N個のスケジューリング情報群のうちの1
つに基づいてネットワーク装置によって構成された第1のダウンリンクデータを受信する
ステップを含む。
【００５６】
　第9の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信するように構成
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されたトランシーバモジュールであって、第1のダウンリンクデータに含まれる少なくと
も1つのトランスポートブロックはスケジューリング情報を含む、トランシーバモジュー
ルと、
　スケジューリング情報に基づいて第2のダウンリンクデータを構成するように構成され
た処理モジュールと、を含むネットワーク装置を提供し、
　トランシーバモジュールは、第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを第1の端
末装置に送信するようにさらに構成され、
　第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位より早い。
【００５７】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはA個のトランスポートブロックを
含み、スケジューリング情報はA個のトランスポートブロックのうちの1つの最初のXビッ
トまたは最後のXビットを占有するか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のXビットまたは最後のXビットを占
有し、
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【００５８】
　実現可能な実施態様では、トランスポートブロックはスケジューリング情報指示フィー
ルド情報をさらに含み、
　第1のダウンリンクデータはA個のトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報指示フィールド情報はA個のトランスポートブロックのうちの1つの最初のYビットを占
有し、スケジューリング情報はトランスポートブロックのYビットの後のXビットを占有す
るか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報指示フィールド情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のYビットを占有
し、スケジューリング情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれのYビットの後のX
ビットを占有し、
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【００５９】
　実現可能な実装形態では、トランスポートブロック内のすべての情報に対してジョイン
トコーディングが実行される。
【００６０】
　実現可能な実装形態では、処理モジュールは、トランシーバモジュールが第1の伝送時
間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信する前にN個のスケジューリン
グ情報群を構成し、Nは正の整数であり、N個のスケジューリング情報群のうちの1つに基
づいて第1のダウンリンクデータを構成するようにさらに構成される。
【００６１】
　第10の態様によれば、本発明の一実施形態は、端末装置を提供し、端末装置は第1の端
末装置であり、第1の端末装置は、
　第1の伝送時間単位でネットワーク装置によって送信される第1のダウンリンクデータを
受信するように構成されたトランシーバモジュールであって、第1のダウンリンクデータ
に含まれる少なくとも1つのトランスポートブロックはスケジューリング情報を含む、ト
ランシーバモジュールと、
　スケジューリング情報に基づいて第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを復調
するように構成された処理モジュールであって、第2のダウンリンクデータは、スケジュ
ーリング情報に基づいてネットワーク装置によって構成される、処理モジュールと、を含
み、
　第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位より早い。
【００６２】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはA個のトランスポートブロックを
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含み、スケジューリング情報はA個のトランスポートブロックのうちの1つの最初のXビッ
トまたは最後のXビットを占有するか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のXビットまたは最後のXビットを占
有し、
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【００６３】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはA個のトランスポートブロックを
含み、スケジューリング情報指示フィールド情報はA個のトランスポートブロックのうち
の1つの最初のYビットを占有し、スケジューリング情報はトランスポートブロックのYビ
ットの後のXビットを占有するか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報指示フィールド情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のYビットを占有
し、スケジューリング情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれのYビットの後のX
ビットを占有し、
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【００６４】
　実現可能な実装形態では、トランスポートブロック内のすべての情報に対してジョイン
トコーディングが実行される。
【００６５】
　実現可能な実施態様では、トランシーバモジュールは、第1の伝送時間単位で、N個のス
ケジューリング情報群のうちの1つに基づいてネットワーク装置によって構成された第1の
ダウンリンクデータを受信するように特に構成される。
【００６６】
　第11の態様によれば、本発明の一実施形態は、プロセッサ、メモリ、通信インタフェー
ス、およびシステムバスを含むネットワーク装置を提供する。メモリ、通信インタフェー
ス、およびプロセッサは、システムバスを使用して互いに接続されて通信し、メモリはコ
ンピュータ実行命令を格納するように構成され、通信インタフェースは他の装置と通信す
るように構成され、プロセッサはコンピュータ実行命令を実行するように構成され、これ
により、ネットワーク装置は、第7の態様または第7の態様の可能な実装形態のうちのいず
れか1つのステップを実行する。
【００６７】
　第12の態様によれば、本発明の一実施形態は端末装置を提供し、端末装置は第1の端末
装置であり、第1の端末装置はプロセッサ、メモリ、通信インタフェース、およびシステ
ムバスを含む。メモリ、通信インタフェース、およびプロセッサは、システムバスを使用
して互いに接続されて通信し、メモリはコンピュータ実行命令を格納するように構成され
、通信インタフェースは他の装置と通信するように構成され、プロセッサはコンピュータ
実行命令を実行するように構成され、これにより、第1の端末装置は、第7の態様または第
7の態様の可能な実装形態のうちのいずれか1つのステップを実行する。
【００６８】
　第13の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワーク装置によって使用されるコ
ンピュータソフトウェア命令を格納するように構成されたコンピュータ記憶媒体を提供し
、コンピュータソフトウェア命令は、第1の態様または第1の態様の実行可能な実装形態の
うちのいずれか1つを実行するように設計されたプログラムを含む。
【００６９】
　第14の態様によれば、本発明の一実施形態は、端末装置が第1の端末装置として機能す
るときに使用されるコンピュータソフトウェア命令を記憶するように構成されたコンピュ
ータ記憶媒体を提供し、コンピュータソフトウェア命令は第1の態様または第1の態様の実
行可能な実装形態のうちのいずれか1つを実行するように設計されたプログラムを含む。
【００７０】
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　第15の態様によれば、本発明の一実施形態は、ネットワーク装置によって使用されるコ
ンピュータソフトウェア命令を格納するように構成されたコンピュータ記憶媒体を提供し
、コンピュータソフトウェア命令は第7の態様または第7の態様の実行可能な実装形態のう
ちのいずれか1つを実行するように設計されたプログラムを含む。
【００７１】
　第16の態様によれば、本発明の一実施形態は、端末装置が第1の端末装置として機能す
るときに使用されるコンピュータソフトウェア命令を格納するように構成されたコンピュ
ータ記憶媒体を提供し、コンピュータソフトウェア命令は第7の態様または第7の態様の実
行可能な実装形態のうちのいずれか1つを実行するように設計されたプログラムを含む。
【００７２】
　本発明の実施形態で提供されるデータ伝送方法、ネットワーク装置、および端末装置に
よれば、ネットワーク装置は、端末装置群の要件に基づいてN個のスケジューリング情報
群を構成し、N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づ
いて少なくとも1片のダウンリンクデータを構成し、第1の伝送時間単位で第1のダウンリ
ンクデータを第1の端末装置に送信する。これに対応して、第1の端末装置は、N個のスケ
ジューリング情報群を決定し、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単
位で第1のダウンリンクデータを検出する。このプロセスでは、第1のダウンリンクデータ
は少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、少なくとも1片のダウンリンクデータは同
じ情報を搬送する。したがって、第1の端末装置が第1のダウンリンクデータから1片のダ
ウンリンクデータを正しく検出できれば、データの受信に成功したことになる。このよう
に、第1のダウンリンクデータは、複数回の伝送と1回の検出に成功することで、正常に伝
送され得るので、信頼性の高いデータ伝送が実現される。さらに、大量の制御オーバヘッ
ドを導入することなく、PDCCH動的スケジューリングの低い信頼性が回避されるだけでな
く、リンクアダプテーションも得られる。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】本発明によるデータ伝送方法が適用可能なネットワークアーキテクチャの概略図
である。
【図２】本発明によるデータ伝送方法の実施形態1のシグナリング図である。
【図３Ａ】本発明によるデータ伝送方法におけるスケジューリング情報の例示的な概略図
である。
【図３Ｂ】本発明によるデータ伝送方法におけるスケジューリング情報の別の例示的な概
略図である。
【図４Ａ】本発明によるデータ伝送方法における伝送時間単位およびスケジューリング情
報の例示的な概略図である。
【図４Ｂ】本発明によるデータ伝送方法における伝送時間単位およびスケジューリング情
報の別の例示的な概略図である。
【図４Ｃ】本発明によるデータ伝送方法における伝送時間単位およびスケジューリング情
報のさらに別の例示的な概略図である。
【図５】本発明によるデータ伝送方法の実施形態2のシグナリング図である。
【図６Ａ】本発明によるデータ伝送方法におけるスケジューリング情報を含むトランスポ
ートブロックの概略図である。
【図６Ｂ】本発明によるデータ伝送方法におけるスケジューリング情報指示フィールド情
報とスケジューリング情報とを含むトランスポートブロックの概略図である。
【図７】本発明によるデータ伝送方法における第1のダウンリンクデータ内のスケジュー
リング情報に示されるチャネルリソースの例示的な概略図である。
【図８】本発明によるデータ伝送方法の実施形態3のシグナリング図である。
【図９】本発明によるネットワーク装置の実施形態1の概略構成図である。
【図１０】本発明による端末装置の実施形態1の概略構成図である。
【図１１】本発明によるネットワーク装置の実施形態2の概略構成図である。
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【図１２】本発明による端末装置の実施形態2の概略構成図である。
【図１３】本発明によるネットワーク装置の実施形態3の概略構成図である。
【図１４】本発明による端末装置の実施形態3の概略構成図である。
【図１５】本発明によるネットワーク装置の実施形態4の概略構成図である。
【図１６】本発明による端末装置の実施形態4の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００７４】
　本発明の明細書、特許請求の範囲、および添付図面において、「第1」、「第2」、「第
3」、「第4」等（もしあれば）の用語は類似のオブジェクトを区別することを意図してい
るが、必ずしも特定の順序または配列を示すものではない。そのように言及されたデータ
は、本明細書に記載された本発明の実施形態が、本明細書に図示または記載された順序以
外の順序で実施され得るように、適切な状況において交換可能であることを理解されたい
。さらに、用語「含む（include、contain）」および任意の他の変形は、非排他的な包含
をカバーすることを意味し、例えば、ステップまたはユニットの列挙を含むプロセス、方
法、システム、製品、または装置が、それらのユニットに必ずしも限定されないが、その
ようなプロセス、方法、システム、製品、または装置に明確に列挙されていないまたは固
有でない他のユニットを含んでもよい。
【００７５】
　現在、リリースR8で定義されているPDCCHとリリースR11で定義されているePDCCHがLTE
通信においてDCIを搬送するために使用されている場合、誤検出確率の指標は10－2である
。ただし、5Gで提案されているURLLCの信頼性指標は10－5から1の範囲の値に達する。明
らかに、LTEにおけるデータ伝送メカニズムが使用され続けている場合、URLLCの信頼性指
標は達成されるには程遠い。
【００７６】
　そこで、本発明の実施形態は、信頼性の高いデータ伝送を実現するためのデータ伝送方
法、ネットワーク装置、および端末装置を提供する。
【００７７】
　本明細書に記載のデータ伝送方法は、複数種類の端末が存在する様々な無線通信システ
ムに適用され得る。無線通信システムでは、データ伝送の信頼性に比較的高い要件、例え
ば10－5から1の範囲の値が要求される。例えば、無線通信システムは、グローバル移動体
通信システム（Global System for Mobile communications，GSM（登録商標））、符号分
割多元接続（Code Division Multiple Access，CDMA）システム、時分割多元接続（Time 
Division Multiple Access，TDMA）システム、広帯域符号分割多元接続（Wideband Code 
Division Multiple Access Wireless，WCDMA（登録商標））、周波数分割多元接続（Freq
uency Division Multiple Addressing，FDMA）システム、直交周波数分割多元接続（Orth
ogonal Frequency－Division Multiple Access，OFDMA）システム、シングルキャリアFDM
A（SC－FDMA）システム、一般パケット無線サービス（General Packet Radio Service，G
PRS）システム、ロングタームエボリューション（Long Term Evolution，LTE）システム
、E－UTRAシステム、5Gモバイル通信システム、またはそのようなタイプの別の通信シス
テムである。
【００７８】
　例えば、本発明の実施形態で使用される端末装置は無線端末装置である。無線端末は、
ユーザに音声および／またはデータ接続を提供する装置、無線接続機能を有するハンドヘ
ルド装置、または無線モデムに接続された他の処理装置であってもよい。無線端末は、無
線アクセスネットワーク（例えば、RAN，Radio Access Network）を介して1つまたは複数
のコアネットワークと通信することができる。無線端末は、携帯電話（または「セルラ」
電話と呼ばれる）などの携帯端末、および携帯端末を有するコンピュータであってもよい
。例えば、無線端末は、無線アクセスネットワークと音声および／またはデータを交換す
る、携帯用、ポケットサイズの、ハンドヘルドの、コンピュータ内蔵の、または車載のモ
バイル装置であってもよい。例えば、無線端末は、パーソナル通信サービス（Personal C
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ommunication Service，PCS）電話機、コードレス電話機、セッション開始プロトコル（S
IP）電話機、無線ローカルループ（Wireless Local Loop，WLL）局、またはパーソナルデ
ジタルアシスタント（Personal Digital Assistant，PDA）などの装置であってもよい。
あるいは、無線端末は、システム、加入者ユニット（Subscriber Unit）、加入者局（Sub
scriber Station）、移動局（Mobile Station）、モバイルコンソール（Mobile）、遠隔
局（Remote Station）、リモート端末（Remote Terminal）、アクセス端末（Access Term
inal）、ユーザ端末（User Terminal）、ユーザエージェント（User Agent）、ユーザ装
置（User Device）、ユーザ機器（User Equipment）、PUE、またはVUEと呼ばれることも
ある。
【００７９】
　本願で使用されるネットワーク装置は、基地局、アクセスポイント（Access Point，AP
）などであってもよい。基地局は、1つまたは複数のセクタを使用することによってアク
セスネットワーク内のエアインタフェースを介してワイヤレス端末と通信する装置であっ
てもよい。基地局は、受信した無線フレームとIPパケットとを相互に変換し、無線端末と
アクセスネットワークの残りの部分との間のルータとして機能するように構成されてもよ
く、アクセスネットワークの残りの部分はインターネットプロトコル（IP）ネットワーク
を含んでもよい。基地局は、エアインタフェースの属性管理をさらに調整してもよい。例
えば、基地局は、LTEにおける5GのgノードB（gNB，g－Node B）、進化型ノードB（NodeB
，eNB、またはe－NodeB，evolutional Node B）、さらにはGSM（登録商標）またはCDMAに
おける基地トランシーバ局（Base Transceiver Station，BTS）、またはWCDMA（登録商標
）におけるノードB（NodeB）である。これはこの用途に限定されない。
【００８０】
　説明をわかりやすくするために、システムアーキテクチャが特に5GのURLLCシステムで
ある例を使用して、本発明の技術的解決策を以下に詳細に説明する。詳細は図1を参照さ
れたい。
【００８１】
　図1は、本発明によるデータ伝送方法が適用可能なネットワークアーキテクチャの概略
図である。図1に示すように、ネットワークアーキテクチャには複数の端末装置群（図1で
は1つのみ図示）が存在し、ネットワーク装置は端末装置群内の各端末装置と無線通信接
続を確立する。以下、図1に基づいて本発明の実施形態におけるデータ伝送方法を詳細に
説明する。詳細は図2を参照されたい。
【００８２】
　図2は、本発明によるデータ伝送方法の実施形態1のシグナリング図である。データ伝送
方法は以下のステップを含む。
【００８３】
　101．ネットワーク装置は、N個のスケジューリング情報群を構成し、Nは正の整数であ
る。
【００８４】
　本発明のこの実施形態では、N個のスケジューリング情報群は、1つの端末装置群に対し
て構成され、例えば1つのURLLC端末装置群に対して使用のために構成される。このステッ
プでは、ネットワーク装置は、端末装置群の現在の要件に基づいて、1つの端末装置群の
ためのN個のスケジューリング情報群を構成し、Nは1以上である。スケジューリング情報
は、RA情報および／またはMCS情報を含み、N個のスケジューリング情報群のうちの任意の
2つは異なる。このようにして、異なるチャネル品質を有する端末装置に対して、ネット
ワーク装置は異なるスケジューリング情報に基づいてダウンリンクデータを伝送すること
ができる。例えば、N＝2である。2つのスケジューリング情報群が異なるということは、2
のスケジューリング情報群にそれぞれ示されたチャネルリソースが互いに異なり、MCSが
互いに異なること、あるいは、2つのスケジューリング情報群にそれぞれ示されたチャネ
ルリソースは互いに異なるが、MCSは同じである、あるいは、2つのスケジューリング情報
群にそれぞれ示されたチャネルリソースが同じであるが、MCSは互いに異なること、を意
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味する。
【００８５】
　本発明のこの実施形態では、N個のスケジューリング情報群は、期間内の各伝送時間単
位において有効である、あるいは、N個のスケジューリング情報群は、期間内のいくつか
の伝送時間単位において有効である。期間は、ネットワーク装置によって構成されるか、
または事前構成されており、有限の時間、例えば100msであってもよいし、無限の時間で
あってもよい。伝送時間単位は伝送時間間隔と呼ばれることもある。期間に含まれる複数
の伝送時間単位のうちの任意の2つは同じ持続時間を有するか、または期間に含まれる複
数の伝送時間単位のうち少なくとも2つは異なる持続時間を有する。
【００８６】
　102．ネットワーク装置が、N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリ
ング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成し、少なくとも1片の第1のダウン
リンクデータがあり、MはN以下の正の整数である。
【００８７】
　このステップでは、ネットワーク装置は、以下の2つの方法を使用することによって第1
のダウンリンクデータを構成することができる。
【００８８】
　方法1：M個のスケジューリング情報群のそれぞれが1つのチャネルリソースおよび／ま
たは1つのMCSを示す場合、M個のスケジューリング情報群は、M個のチャネルリソース、M
個のMCS、および／またはM個の冗長バージョン（RV，redundancy version）を示す。ネッ
トワーク装置は、M個のスケジューリング情報群のそれぞれに基づいてM片のダウンリンク
データを構成する。第1のダウンリンクデータはM片のダウンリンクデータを含み、M片の
ダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。例えば、Mは5に等しく、Nは5以上である。M
片のダウンリンクデータが同じ情報を搬送する場合、M片のダウンリンクデータも1片のダ
ウンリンクデータと見なされ得ることに留意されたい。これは本発明において限定されな
い。M片のダウンリンクデータが同じ情報を搬送するということは、M片のダウンリンクデ
ータが同じ元の情報ビットを搬送することを意味する。例えば、M片のダウンリンクデー
タがそれぞれM個のPDSCHで搬送される場合、M個のPDSCHは同じ元の情報ビットを搬送する
。しかしながら、元の情報ビットが異なるMCSに基づいて変調および符号化された後、得
られた元の情報ビットは異なる。
【００８９】
　M個のチャネルリソースのうちのいずれか1つは、隣接または非隣接周波数領域リソース
であり得る。これは本発明において限定されない。任意選択で、M個のチャネルリソース
はそれぞれ周波数領域の異なる帯域に配置されるか、またはM個のチャネルリソースは互
いに相関がない。
【００９０】
　任意選択で、M片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、別々に自己復号され得る
。したがって、第1の端末装置が、1片の第1のダウンリンクデータに含まれるM片のダウン
リンクデータのうちの1つを検出できれば、受信は成功したことになる。各チャネルリソ
ースで搬送されるダウンリンクデータのブロック誤り率（BLER）が0．1であると仮定する
と、M個のチャネルリソースで搬送されるすべてのダウンリンクデータが誤って送信され
る確率は10－Mである。例えば、M＝5の場合、第1のダウンリンクデータの信頼性は10－5

から1の範囲の値に達する。
【００９１】
　方法2：M個のスケジューリング情報群のうちのいずれか1つがi番目のスケジューリング
情報群として示され、i番目のスケジューリング情報群がSi個のチャネルリソース、Si個
のMCS、および／またはSi個のRVを示す。Siは正の整数である。例えば、Si＝5である。こ
の場合、ネットワーク装置は、M個のスケジューリング情報群のうちi番目のスケジューリ
ング情報群に対してSi片のダウンリンクデータを構成し、第1のダウンリンクデータは、S

i片のダウンリンクデータを含み、Si片のダウンリンクデータは、同じ情報を搬送する。
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すべてのスケジューリング情報片が同じ量のチャネルリソースおよび／または同じ量のMC
Sを示す場合、ネットワーク装置はM×Si片のダウンリンクデータを構成する。なお、M個
のスケジューリング情報群に対応するM個のダウンリンクデータが異なる情報を搬送し、S

i片のダウンリンクデータが同じ情報を搬送する場合、Si片のダウンリンクデータは1片の
ダウンリンクデータと見なされ得る。したがって、ネットワーク装置は、M片のダウンリ
ンクデータに相当するM×Si片のダウンリンクデータを構成する。これは本発明において
限定されない。
【００９２】
　任意選択で、Si片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、別々に自己復号され得る
。したがって、第1の端末装置が、第1のダウンリンクデータに含まれるSi片のダウンリン
クデータのうちの1つを検出できれば、i番目のスケジューリング情報群に対応するダウン
リンクデータの受信に成功したことになる。
【００９３】
　Si個のチャネルリソースのうちのいずれか1つは、隣接または非隣接周波数領域リソー
スであり得る。これは本発明において限定されない。任意選択で、Si個のチャネルリソー
スはそれぞれ周波数領域の異なる帯域に配置されるか、またはSi個のチャネルリソースは
互いに相関がない。
【００９４】
　任意選択で、Si個の第1のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、別々に自己復号さ
れ得る。したがって、第1の端末装置が、第1のダウンリンクデータに含まれるSi片のダウ
ンリンクデータのうちの1つを検出できれば、i番目のスケジューリング情報群に対応する
第1のダウンリンクデータの受信に成功したことになる。
【００９５】
　任意選択で、このステップでは、第1のダウンリンクデータパケットは単に最初に送信
されたパケットであり、再送信されたパケットはない。言い換えれば、ネットワーク装置
は、第1の端末装置が第1のダウンリンクデータを正しく受信したと常に見なす。第1のダ
ウンリンクデータの信頼性は10－5から1の範囲の値であるため、ハイブリッド自動再送要
求（Hybrid Automatic Repeat Request，HARQ）をサポートする必要はない。
【００９６】
　103．ネットワーク装置が、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末
装置に送信する。
【００９７】
　第1のダウンリンクデータを構成した後、ネットワーク装置は、第1の伝送時間単位で第
1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信する。第1の端末装置は、端末装置群のう
ちの1つの端末装置である。
【００９８】
　104．第1の端末装置が、N個のスケジューリング情報群を決定し、Nは正の整数である。
【００９９】
　ネットワーク装置は、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングを使用す
ることによって、端末装置群内の第1の端末装置にN個のスケジューリング情報群を指示す
ることができる。これに対応して、第1の端末装置は、ネットワーク側の装置によって構
成されたN個のスケジューリング情報群を決定する。
【０１００】
　105：第1の端末装置が、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で
第1のダウンリンクデータを検出する。
【０１０１】
　このステップでは、第1の端末装置は、N個のスケジューリング情報群に基づいて、第1
の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出する。具体的には、第1の端末装置は、
受信データに対して巡回冗長検査（Cyclic Redundancy Check，CRC）を行う。CRCチェッ
クが成功した場合、第1のダウンリンクデータが検出されたと見なされ、あるいはCRCチェ
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ックが失敗した場合、第1のダウンリンクデータは検出されていないと見なされる。した
がって、ステップ105の実行は2つの場合を含む。第1の場合、第1の端末装置は、N個のス
ケジューリング情報群に基づいて、第1の伝送時間単位内に第1のダウンリンクデータを検
出しない。つまり、第1の端末装置は、第1のダウンリンクデータを受信しない。第2の場
合、第1の端末装置は、N個のスケジューリング情報群に基づいて、第1の伝送時間単位で
第1のダウンリンクデータを検出する。第1のダウンリンクデータは、N個のスケジューリ
ング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によって
構成され、第1のダウンリンクデータは、少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、M
≦Nである。
【０１０２】
　M個のスケジューリング情報群のそれぞれが1つのチャネルリソースおよび／または1つ
のMCSを示す場合、第1のダウンリンクデータはM片のダウンリンクデータを含み、M片のダ
ウンリンクデータは同じ情報を搬送する。この場合、第1の端末が、1片の第1のダウンリ
ンクデータに含まれるM片のダウンリンクデータのうちの1つを検出できれば、第1のダウ
ンリンクデータの受信に成功したことになる。あるいは、M個のスケジューリング情報群
のうちi番目のスケジューリング情報群がSi個のチャネルリソースおよび／またはSi個のM
CSを示す場合、第1のダウンリンクデータは、Si片のダウンリンクデータを含み、i番目の
スケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によって構成された第1のダウンリ
ンクデータはSi片のダウンリンクデータを含み、Si片のダウンリンクデータは同じ情報を
搬送する。この場合、第1の端末が、Si片のダウンリンクデータのうちの1つを検出できれ
ば、i番目のスケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によって構成された第1
のダウンリンクデータの受信に成功したことになる。
【０１０３】
　実現可能な実装形態では、第1のダウンリンクデータはM片のダウンリンクデータを含み
、M片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、第1の端末装置がN個のスケジューリン
グ情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出することは、第
1の端末装置が、第1の伝送時間単位で、M個のスケジューリング情報群に示されるM個のチ
ャネルリソースからM片のダウンリンクデータを抽出すること、および／または、第1の端
末装置が、M個のスケジューリング情報群に示されるM個のMCSに基づいて、第1の伝送時間
単位でM片のダウンリンクデータを復調すること、を含む。
【０１０４】
　他の実現可能な実施形態では、M個のスケジューリング情報は、N個のスケジューリング
情報群のうちのi番目のスケジューリング情報群を含み、第1のダウンリンクデータは、Si
片のダウンリンクデータを含み、第1の端末装置が、N個のスケジューリング情報群に基づ
いて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出することは、第1の端末装置が
、i番目のスケジューリング情報群に基づいてSi片のダウンリンクデータを検出すること
、を含み、ここで、Si片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。第1のダウンリン
クデータはSj片のダウンリンクデータをさらに含み、M個のスケジューリング情報群はN個
のスケジューリング情報群のうちj番目のスケジューリング情報群をさらに含み、j番目の
スケジューリング情報群とi番目のスケジューリング情報群は異なり、第1の端末装置が、
N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータ
を検出することは、第1の端末装置が、j番目のスケジューリング情報群に基づいてSj片の
ダウンリンクデータを検出することを含み、ここで、Sj片のダウンリンクデータは同じ情
報を搬送し、Sj片のダウンリンクデータで搬送される情報はSi片のダウンリンクデータで
搬送される情報とは異なり、Sjは正の整数である。
【０１０５】
　なお、ステップ101からステップ105は、101から105の順序で実行されなくてもよい。例
えば、ステップ104は、ステップ102またはステップ103の前に実行されてもよい。これは
本発明において限定されない。
【０１０６】
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　本発明の実施形態で提供されるデータ伝送方法によれば、ネットワーク装置は、端末装
置群の要件に基づいてN個のスケジューリング情報群を構成し、N個のスケジューリング情
報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて少なくとも1片のダウンリンクデー
タを構成し、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信する
。これに対応して、第1の端末装置は、N個のスケジューリング情報群を決定し、N個のス
ケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出す
る。このプロセスでは、第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータ
を含み、少なくとも1片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。したがって、第1の
端末装置が第1のダウンリンクデータから1片のダウンリンクデータを正しく検出できれば
、データの受信に成功したことになる。このように、第1のダウンリンクデータは、複数
回の伝送と1回の検出に成功することで、正常に伝送され得るので、信頼性の高いデータ
伝送が実現される。さらに、大量の制御オーバヘッドを導入することなく、PDCCH動的ス
ケジューリングの低い信頼性が回避されるだけでなく、リンクアダプテーションも得られ
る。
【０１０７】
　任意選択で、前述の実施形態では、M個のスケジューリング情報群のそれぞれは、1つの
チャネルリソースおよび／または1つのMCSを示す。詳細については、図3Aを参照されたい
。図3Aは、本発明によるデータ伝送方法におけるスケジューリング情報の例示的な概略図
である。
【０１０８】
　図3Aを参照すると、M＝5が例として使用されている。M個のスケジューリング情報群は
、図中に示す第1のスケジューリング情報群から第5のスケジューリング情報群（図中に5
つのパターンで塗りつぶされた部分として示される）を含み、5つのスケジューリング情
報群は、それぞれ異なる帯域に配置され、各スケジューリング情報群のチャネルリソース
は、隣接周波数領域リソースである。この場合、第1のダウンリンクデータはM片のダウン
リンクデータを含み、ネットワーク装置がN個のスケジューリング情報群のうちのM個のス
ケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成することは、ネットワ
ーク装置が、M個のスケジューリング情報群に示されるM個の変調符号化方式MCSに基づい
て、M片のダウンリンクデータを変調するステップ、および、ネットワーク装置が、ダウ
ンリンクデータをM個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャネルリソースにそれ
ぞれマッピングするステップのうちの少なくとも一方を含む。このプロセスでは、M個の
第1のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。
【０１０９】
　上述の実施形態では、M個のスケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によ
って構成される第1のダウンリンクデータは、同じ情報を搬送するM片のダウンリンクデー
タを含み、同じ情報を搬送するM片のダウンリンクデータは、第1の伝送時間単位で第1の
端末装置に送信され、これにより、第1の端末装置は、M片のダウンリンクデータを検出す
る。これは、Mが1より大きい場合に主に当てはまる。
【０１１０】
　任意選択で、前述の実施形態では、M個のスケジューリング情報群のうちのいずれか1つ
がi番目のスケジューリング情報群として示され、i番目のスケジューリング情報群がSi個
のチャネルリソースを示す、またはi番目のスケジューリング情報群がSi個のチャネルリ
ソースおよびSi個のMCSを示す、またはi番目のスケジューリング情報群がSi個のチャネル
リソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョン（Redundancy Version，RV）を示し
、ここで、Siは1より大きい整数である。この場合、第1のダウンリンクデータは、Si片の
ダウンリンクデータを含む。例えば、Si＝5であり、Si個のチャネルリソースはそれぞれ
周波数領域の異なる帯域に配置されるか、またはSi個のチャネルリソースは互いに相関が
ない。各帯域内のチャネルリソースは、隣接または非隣接周波数領域リソースであり得る
。これは、本発明のこの実施形態において限定されない。さらに、本発明のこの実施形態
では、Si個のチャネルリソース上で搬送されるダウンリンクデータは、別々に自己復号さ
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れ得る。具体的には、ネットワーク装置は、上記のいずれかの組み合わせに基づいて、第
1のダウンリンクデータに含まれるSi片のダウンリンクデータを構成する。その後、ネッ
トワーク装置は、Si片のダウンリンクデータをSi個のチャネルリソース上で送信する。詳
細は図3Bを参照されたい。図3Bは、本発明によるデータ伝送方法におけるスケジューリン
グ情報の他の例示的な概略図である。
【０１１１】
　図3Bを参照すると、Si＝5が例として使用されている。i番目のスケジューリング情報群
は、Si個のチャネルリソースを示し、Si個のチャネルリソースは、それぞれ異なる帯域に
配置されている（図中に斜め格子で塗りつぶされたパターンとして示される）。この場合
、ネットワーク装置によって構成される第1のダウンリンクデータは、M個のスケジューリ
ング情報群のうちi番目のスケジューリング情報群についてのSi片のダウンリンクデータ
を含み、Si片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。具体的には、i番目のスケジ
ューリング情報群に対応する第1のダウンリンクデータは、Si片のダウンリンクデータを
含み、ネットワーク装置が第1のダウンリンクデータに含まれるSi片のダウンリンクデー
タを構成することは、ネットワーク装置が、i番目のスケジューリング情報群に示されるS

i個のMCSに基づいてSi片のダウンリンクデータを変調するステップ、およびネットワーク
装置が、Si片のダウンリンクデータをSi個のチャネルリソースにそれぞれマッピングする
ステップのうちの少なくとも一方を含む。
【０１１２】
　上記の実施形態では、各チャネルリソースで搬送されるダウンリンクデータのブロック
誤り率（BLER）が0．1であると仮定すると、Si個のチャネルリソースで搬送されるすべて
のダウンリンクデータが送信されるときにエラーが発生する確率は10－Siである。例えば
、Si＝5の場合、第1のダウンリンクデータの信頼性は10－5から1の範囲の値に達する。
【０１１３】
　前述の実施形態では、i番目のスケジューリング情報群内のチャネルリソースは、非連
続的な周波数領域リソースである。前述の方法に加えて、ネットワーク装置は、別の方法
で、M個のスケジューリング情報群のうちのi番目のスケジューリング情報群のための第1
のダウンリンクデータを構成し得る。例えば、ネットワーク装置は、第1のダウンリンク
データに含まれる1片のダウンリンクデータを非連続的な周波数領域リソースでのみ送信
する。10－5から1の範囲の値の信頼性を達成するには、極めて低いMCSが必要である。こ
の場合、ネットワーク装置が、N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリ
ング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成することは、ネットワーク装置が
、i番目のスケジューリング情報群に示される極めて低いMCSに基づいて1片のダウンリン
クデータを変調するステップ、およびネットワーク装置が、i番目のスケジューリング情
報群に示されるチャネルリソース上にダウンリンクデータ片をマッピングするステップの
うちの少なくとも一方を含む。
【０１１４】
　上記の実施形態では、ネットワーク装置は、同じ方法で、M個のスケジューリング情報
群のうちi番目のスケジューリング情報群以外のスケジューリング情報、例えばj番目のス
ケジューリング情報群を処理する（sj＝5とすると、図3Bでは、j番目のスケジューリング
情報群に示されるsj個のスケジューリング情報群が斜線で塗りつぶされた部分として示さ
れている）。詳細はここでは再度説明しない。
【０１１５】
　上記の実施形態では、M個のスケジューリング情報群のうちi番目のスケジューリング情
報群について、ネットワーク装置によって構成される第1のダウンリンクデータはSi片の
ダウンリンクデータを含み、Si片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、これにより
、第1の端末装置は、Si片のダウンリンクデータを検出する。これは主にM＝1またはM＝2
の場合に当てはまる。
【０１１６】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、図2に示すデータ伝送方法は、N個のスケジュー
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リング情報群のうちのP個のスケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によっ
て、P個のスケジューリング情報群に対応する第2のダウンリンクデータを構成するステッ
プであって、P≦Nである、ステップと、第2の伝送時間単位でネットワーク装置によって
、P個のスケジューリング情報群に対応する第2のダウンリンクデータを第2の端末装置に
送信するステップであって、第2の端末装置は端末装置群内の第1の端末装置以外の端末装
置である、ステップと、をさらに含む。PはN以下の正の整数である。このプロセスにおい
て、ネットワーク装置がP個のスケジューリング情報群に基づいて第2のダウンリンクデー
タをどのように構成するかについては、102を参照されたい。詳細はここでは再度説明し
ない。
【０１１７】
　実現可能な実装形態では、ネットワーク装置がM個のスケジューリング情報群に基づい
て構成された第1のダウンリンクデータを送信する第1の伝送時間単位は、ネットワーク装
置がP個のスケジューリング情報群に基づいて構成された第2のダウンリンクデータを送信
する第2の伝送時間単位と重ならず、M個のスケジューリング情報群は、P個のスケジュー
リング情報群と同じ、部分的に同じ、または異なる。詳細については、図4Aおよび図4Bを
参照されたい。図4Aは、本発明によるデータ伝送方法における伝送時間単位とスケジュー
リング情報の例示的な概略図であり、図4Bは、本発明によるデータ伝送方法における伝送
時間単位とスケジューリング情報の別の例示的な概略図である。
【０１１８】
　図4Aを参照すると、第1の端末装置は第1の伝送時間単位0に位置するUE1であり、第2の
端末装置は第2の伝送時間単位1に位置するUE2であり、第1の端末装置と第2の端末装置は
異なるスケジューリング情報を使用する。図4Bを参照すると、第1の端末装置UE1は第1の
伝送時間単位0に位置し、第2の端末装置UE2は第2の伝送時間単位1に位置し、第1の端末装
置と第2の端末装置は同じスケジューリング情報を使用する。
【０１１９】
　別の実現可能な実装形態では、ネットワーク装置がM個のスケジューリング情報群に基
づいて構成された第2のダウンリンクデータを送信する第1の伝送時間単位は、ネットワー
ク装置がP個のスケジューリング情報群に基づいて構成された第2のダウンリンクデータを
送信する第2の伝送時間単位と重なるかまたは部分的に重なり、M個のスケジューリング情
報群は、P個のスケジューリング情報群と異なる。詳細は図4Cを参照されたい。図4Cは、
本発明によるデータ伝送方法における伝送時間単位とスケジューリング情報のさらに別の
例示的な概略図である。
【０１２０】
　図4Cを参照すると、第1の端末装置UE1と第2の端末装置は共に第1の伝送時間単位0内に
位置するが、第1の端末装置と第2の端末装置は互いに異なるスケジューリング情報を使用
する。
【０１２１】
　URLLCサービスは待ち時間が短いという特徴を有する。つまり、サービスはいつでも送
信される。そのため、端末装置にリソースを予約する必要がある。しかしながら、各端末
装置に1つまたは複数のチャネルリソースが予約されており、各端末装置が他の端末装置
のチャネルリソースを使用することができない場合、URLLCシステムには大量の予約リソ
ースが存在する。本発明のこの実施形態では、ネットワーク装置は、1つの端末装置群に
対してN個のスケジューリング情報群を構成し、1つまたは複数のチャネルリソースで、端
末装置群内で伝送要件を有する1つまたは複数のUEにダウンリンクデータを送信する。複
数のUEはチャネルリソースを再利用し、それによってチャネルリソースの利用率を高める
。
【０１２２】
　任意選択で、前述の実施形態では、ネットワーク装置は、第1の伝送時間単位で第1のダ
ウンリンクデータを第1の端末装置に送信する前に、スケジューリング情報指示シグナリ
ングを第1の端末装置および／または第2の端末装置にさらに送信する。スケジューリング
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情報指示シグナリングは、N個のスケジューリング情報群を指示するために使用される。
スケジューリング情報指示シグナリングは、専用RRCシグナリングまたはブロードキャス
トシグナリングなどの上位レイヤシグナリングである。あるいは、スケジューリングシグ
ナリングは物理レイヤシグナリングであり得る。物理レイヤシグナリングは、群固有の物
理レイヤシグナリングである。言い換えれば、各端末装置群は、1片の物理レイヤシグナ
リングに対応する。データ伝送の信頼性を10－5から1の範囲の値にするには、物理レイヤ
シグナリングの信頼性を10－5から1の範囲の値よりも大きくする必要がある。本発明のこ
の実施形態では、物理レイヤシグナリングは、より多くのチャネルリソースを占有するこ
とによって信頼性指標に到達することができる。したがって、端末装置への固有の物理レ
イヤシグナリングの使用と比較して、群固有の物理レイヤシグナリングの使用はオーバヘ
ッドを大幅に削減することができる。
【０１２３】
　任意選択で、対応して、ステップ104の前に、方法は、第1の端末装置によって、スケジ
ューリング情報指示シグナリングを受信するステップをさらに含み、スケジューリング情
報指示シグナリングは、N個のスケジューリング情報群を指示するために使用される。
【０１２４】
　前述の実施形態では、物理レイヤシグナリングを送信するとき、ネットワーク装置は、
期間Tに基づいて物理レイヤシグナリングを送信することができる。例えば、ネットワー
ク装置は、物理レイヤシグナリングを第1の端末装置および／または第2の端末装置に1周
期（T）おきに送信する。期間Tは、1ミリ秒、0．5ミリ秒、0．25ミリ秒、0．125ミリ秒、
10ミリ秒、2ミリ秒、1伝送時間単位、2伝送時間単位、3伝送時間単位、または4伝送時間
単位などの正の数である。期間Tは、ネットワーク装置によって構成されるか、または予
め定義されている。
【０１２５】
　前述の実施形態では、ネットワーク装置は、物理レイヤシグナリングをセミパーシステ
ント（Semi－Persistent）方式で送信することができる。この場合、ネットワーク装置は
、期間Tに基づいて物理レイヤシグナリングを端末装置に送信する。例えば、ネットワー
ク装置は、物理レイヤシグナリングが更新されたかどうかを1周期（T）おきに検出し、物
理レイヤシグナリングが更新されると、新しい物理レイヤシグナリングを送信する。
【０１２６】
　前述の実施形態では、N個のスケジューリング情報群が事前構成されている。N個の事前
構成されたスケジューリング情報群は頻繁に変更する必要がないので、上位レイヤシグナ
リングを使用してN個のスケジューリング情報群を示すことができる。この場合、ネット
ワーク装置は、異なる端末装置群に対して上位レイヤシグナリングを送信して、N個のス
ケジューリング情報群を示す。例えば、上位レイヤシグナリングは、無線リソース制御（
Radio Resource Control，RRC）シグナリングまたはメディアアクセス制御（Media Acces
s Control，MAC）シグナリングである。
【０１２７】
　前述の実施形態では、URLLCサービスはいつでもトリガされ得るので、第1のダウンリン
クデータに対して実行されたCRCチェックが成功すると、端末装置は第1のダウンリンクデ
ータを正常に受信すると見なされる。端末装置が第1のダウンリンクデータに対してブラ
インド検出をリアルタイムで実行することを防止するために、ダウンリンクデータ指示シ
グナリングが本発明のこの実施形態において導入される。具体的には、第1のダウンリン
クデータを送信するための各伝送時間単位において、ネットワーク装置はダウンリンクデ
ータ指示シグナリングをさらに送信し、ダウンリンクデータ指示シグナリングはダウンリ
ンクデータが第1の伝送時間内に送信されるかどうかを示すために使用される。ダウンリ
ンクデータは、一般的な意味で使用され、ネットワーク装置によってサービス提供される
任意の端末装置に送信され得る。ダウンリンクデータ指示シグナリングが、ダウンリンク
データが送信されることを示すと、URLLCサービスを受信することができかつネットワー
ク装置によってサービス提供される任意の端末装置は、ダウンリンクデータを検出する必
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要がある。例えば、ネットワーク装置は、第1の伝送時間単位でダウンリンクデータ指示
シグナリングを送信する。ダウンリンクデータ指示シグナリングが、ダウンリンクデータ
が第1の伝送時間単位で送信されることを示す場合、ダウンリンクデータが第1の端末装置
に送信されなくても、第1の端末装置は、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータ
に対してブラインド検出をなお実行し、そうでなければ、第1の端末装置は、第1の伝送時
間単位で第1のダウンリンクデータに対してブラインド検出を実行する必要がない。例え
ば、ダウンリンクデータ指示シグナリングは物理レイヤシグナリングである。物理レイヤ
シグナリングの信頼性は非常に高い必要があり、例えば、10－5から1の範囲の値よりも大
きい必要がある。これに対応して、第1の端末装置は、第1の伝送時間内にダウンリンクデ
ータ指示シグナリングをさらに受信する。
【０１２８】
　図5は、本発明によるデータ伝送方法の実施形態2のシグナリング図である。データ伝送
方法は以下のステップを含む。
【０１２９】
　201．ネットワーク装置が、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末
装置に送信し、第1のダウンリンクデータに含まれる少なくとも1つのトランスポートブロ
ックはスケジューリング情報を含む。
【０１３０】
　このステップでは、ネットワーク装置が、スケジューリング情報を含む第1のダウンリ
ンクデータを第1の伝送時間単位で第1の端末装置に送信し、スケジューリング情報は、第
1のダウンリンクデータに含まれる少なくとも1つのトランスポートブロックに含まれる。
【０１３１】
　202．ネットワーク装置が、スケジューリング情報に基づいて第2のダウンリンクデータ
を構成する。
【０１３２】
　このステップでは、ネットワーク装置は、スケジューリング情報に示されたチャネルリ
ソース、MCS、またはRBバージョンなどのスケジューリング情報に基づいて第2のダウンリ
ンクデータを構成する。
【０１３３】
　203．ネットワーク装置が、第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを第1の端末
装置に送信し、第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位より早い。
【０１３４】
　このステップでは、ネットワーク装置は、第1の伝送時間単位よりも遅い第2の伝送時間
単位で第2のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信する。これに対応して、第1の端
末装置は、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを受信する。
【０１３５】
　204．第1の端末装置が、スケジューリング情報に基づいて第2の伝送時間単位で第2のダ
ウンリンクデータを復調する。
【０１３６】
　このステップでは、第1の端末装置は第2の伝送時間単位で受信された第2のダウンリン
クデータを復調し、第2のダウンリンクデータはスケジューリング情報に基づいてネット
ワーク装置によって構成される。
【０１３７】
　本発明のこの実施形態で提供されるデータ伝送方法によれば、ネットワーク装置は、第
1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信し、第1のダウンリン
クデータに含まれる少なくとも1つのトランスポートブロックはスケジューリング情報を
含み、スケジューリング情報に基づいて第2のダウンリンクデータを構成し、第2の伝送時
間単位で第2のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信する。これに対応して、第1の
端末装置は、受信した第2のダウンリンクデータを第2の伝送時間単位で復調する。このプ
ロセスでは、ネットワーク装置は、まずスケジューリング情報を第1の端末装置に送信し
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、その後、スケジューリング情報に基づいて構成されたダウンリンクデータを第1の端末
装置に送信し、このため、第1の端末装置は、スケジューリング情報に基づいてダウンリ
ンクデータを検出することができ、それによって信頼性の高いデータ伝送を実現する。さ
らに、大量の制御オーバヘッドを導入することなく、PDCCH動的スケジューリングの低い
信頼性が回避されるだけでなく、リンクアダプテーションも得られる。
【０１３８】
　任意選択で、第1のダウンリンクデータは1つまたは2つのトランスポートブロックを含
む。第1のダウンリンクデータにおける1つのトランスポートブロックは、スケジューリン
グ情報を含む。スケジューリング情報はトランスポートブロックのXビットを占有する。
例えば、スケジューリング情報はトランスポートブロックの最初のXビットまたは最後のX
ビットを占有する。言い換えれば、トランスポートブロックの最初のXビットまたは最後
のXビットがスケジューリング情報である。Xは1以上の整数である。詳細は図6Aを参照さ
れたい。図6Aは、本発明によるデータ伝送方法におけるスケジューリング情報を含むトラ
ンスポートブロックの概略図である。図6Aを参照すると、トランスポートブロックの最初
のXビット、例えば、ダウンリンク共有チャネル（Downlink share channel，DL－SCH）は
、スケジューリング情報である。
【０１３９】
　任意選択で、第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含む。スケジ
ューリング情報は、2つのトランスポートブロックのそれぞれのXビットを占有する。例え
ば、スケジューリング情報は、2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のXビット
または最後のXビットに位置する。言い換えれば、2つのトランスポートブロックのそれぞ
れの最初のXビットまたは最後のXビットがスケジューリング情報である。
【０１４０】
　任意選択で、前述の実施形態では、スケジューリング情報に加えて、トランスポートブ
ロックはスケジューリング情報指示フィールド情報をさらに含むことができる。スケジュ
ーリング情報指示フィールド情報は、第1のダウンリンクデータ内の1つまたは2つのトラ
ンスポートブロックのYビットを占有する。例えば、スケジューリング情報指示フィール
ド情報は、1つまたは2つのトランスポートブロックの最初のYビットを占有し、スケジュ
ーリング情報は、Yビットの後のXビットを占有する。スケジューリング情報指示フィール
ド情報は、スケジューリング情報が第1のダウンリンクデータに存在するか否かを指示す
るために使用される。スケジューリング情報指示フィールド情報が、第1のダウンリンク
データがスケジューリング情報を含むことを示す場合、第1の端末装置は第1のダウンリン
クデータがスケジューリング情報を含むと見なし、そうでなければ、第1の端末装置は、
第1のダウンリンクデータがスケジューリング情報を含まないと見なす。詳細は図6Bを参
照されたい。図6Bは、本発明によるデータ伝送方法におけるスケジューリング情報指示フ
ィールド情報とスケジューリング情報とを含むトランスポートブロックの概略図である。
図6Bを参照すると、トランスポートブロックの最初のYビット、例えばダウンリンク共有
チャネル（Downlink share channel，DL－SCH）はスケジューリング情報指示フィールド
情報であり、Yビットに隣接するXビットはスケジューリング情報である。Yは1または他の
値に等しい。スケジューリング情報が必要でないとき、ネットワーク装置は、スケジュー
リング情報によって占有されたリソースをリリースするために、スケジューリング情報が
含まれないことを示すようにスケジューリング情報指示フィールド情報を構成することが
できる。
【０１４１】
　前述の実施形態では、スケジューリング情報を搬送するトランスポートブロック内のす
べての情報に対してジョイントコーディングが実行される。具体的には、スケジューリン
グ情報とDL－SCHデータ情報との両方に対してジョイントコーディングが実行されるか、
またはスケジューリング情報指示情報、スケジューリング情報、およびDL－SCHデータ情
報のすべてに対してジョイントコーディングが実行される。第1の端末装置がCRCチェック
を正しく実行すると、トランスポートブロック内にあるスケジューリング情報およびデー
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タ情報が正しく受信されたと見なされる。
【０１４２】
　上述の実施形態では、第1のダウンリンクデータに含まれるスケジューリング情報は、
その後にダウンリンクデータを伝送するために使用される。具体的には、ネットワーク装
置は、スケジューリング情報に基づいて第2のダウンリンクデータを構成し送信する。詳
細は図7を参照されたい。図7は、本発明によるデータ伝送方法における第1のダウンリン
クデータのスケジューリング情報に示されるチャネルリソースの例示的な概略図である。
【０１４３】
　図7を参照すると、第1の伝送時間単位0において、第1の端末装置は、第3スケジューリ
ング情報群に示されたチャネルリソース上でネットワーク装置によって送信された第1の
ダウンリンクデータを受信する。第1のダウンリンクデータに含まれるトランスポートブ
ロックはスケジューリング情報を含み、スケジューリング情報に示されるチャネルリソー
スは第2の伝送時間単位1に位置する。
【０１４４】
　また、本発明のこの実施形態では、図2に示す実施形態と図5に示す実施形態とを組み合
わせてデータを送信するようにしてもよい。詳細は図8を参照されたい。図8は、本発明に
よるデータ伝送方法の実施形態3のシグナリング図である。データ伝送方法は以下のステ
ップを含む。
【０１４５】
　301．ネットワーク装置が、N個のスケジューリング情報群を構成し、Nは正の整数であ
る。
【０１４６】
　302．ネットワーク装置が、N個のスケジューリング情報群のうちの1つに基づいて第1の
ダウンリンクデータを構成し、第1のダウンリンクデータに含まれる少なくとも1つのトラ
ンスポートブロックはスケジューリング情報を含む。
【０１４７】
　303．ネットワーク装置が、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末
装置に送信する。
【０１４８】
　これに対応して、第1の端末装置は、第1の伝送時間単位で、N個のスケジューリング情
報群のうちの1つに基づいてネットワーク装置によって構成された第1のダウンリンクデー
タを受信する。
【０１４９】
　304．ネットワーク装置が、スケジューリング情報に基づいて第2のダウンリンクデータ
を構成する。
【０１５０】
　305．ネットワーク装置が、第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを第1の端末
装置に送信する。
【０１５１】
　306．第1の端末装置は、ネットワーク装置によって構成されたN個のスケジューリング
情報群を決定し、Nは正の整数である。
【０１５２】
　307．第1の端末装置が、スケジューリング情報に基づいて第2の伝送時間単位で第2のダ
ウンリンクデータを復調する。
【０１５３】
　ステップ301およびステップ306の詳細については、ステップ101およびステップ104を参
照されたい。詳細はここでは再度説明しない。
【０１５４】
　図9は、本発明によるネットワーク装置の実施形態1の概略構成図である。この実施形態
で提供されるネットワーク装置は、ネットワーク装置に適用されかつ図2および本発明の
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任意選択の実施形態で提供される方法のステップを実施することができる。具体的な実施
プロセスはここでは再度説明されない。具体的には、この実施形態で提供されるネットワ
ーク装置は、
　N個のスケジューリング情報群を構成し、Nは正の整数であり、N個のスケジューリング
情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成
し、第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、MはN以下の
正の整数である、ように構成された処理モジュール11と、
　第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信するように構成
されたトランシーバモジュール12とを含む。
【０１５５】
　本発明のこの実施形態で提供されるネットワーク装置は、端末装置群の要件に基づいて
N個のスケジューリング情報群を構成し、N個のスケジューリング情報群のうちのM個のス
ケジューリング情報群に基づいて少なくとも1片のダウンリンクデータを構成し、第1の伝
送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信する。これに対応して、第
1の端末装置は、N個のスケジューリング情報群を決定し、N個のスケジューリング情報群
に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出する。このプロセスでは
、第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、少なくとも1
片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。したがって、第1の端末装置が第1のダウ
ンリンクデータから1片のダウンリンクデータを正しく検出できれば、データの受信に成
功したことになる。このように、第1のダウンリンクデータは、複数回の伝送と1回の検出
に成功することで、正常に伝送され得るので、信頼性の高いデータ伝送が実現される。さ
らに、大量の制御オーバヘッドを導入することなく、PDCCH動的スケジューリングの低い
信頼性が回避されるだけでなく、リンクアダプテーションも得られる。
【０１５６】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータはM片のダウンリンク
データを含み、M片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、N個のスケジューリング情
報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成す
るとき、処理モジュール11は、M個のスケジューリング情報群に示されるM個の変調符号化
方式MCSに基づいて、M片のダウンリンクデータを特に個別に変調する、および／またはM
片のダウンリンクデータを、M個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャネルリソ
ースにそれぞれマッピングする。
【０１５７】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジ
ューリング情報群のうちのi番目のスケジューリング情報群を含み、i番目のスケジューリ
ング情報群はSi個のチャネルリソースを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群
はSi個のチャネルリソースおよびSi個のMCSを示すか、またはi番目のスケジューリング情
報群はSi個のチャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示す。
【０１５８】
　Siは1より大きい整数である。
【０１５９】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータはSi片のダウンリン
クデータを含み、処理モジュール11は、N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケ
ジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成するときにi番目のスケジ
ューリング情報群に基づいてSi片のダウンリンクデータを特に構成し、Si片のダウンリン
クデータは同じ情報を搬送する。
【０１６０】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータはSj片のダウンリン
クデータをさらに含み、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情報群
のうちのj番目のスケジューリング情報群を含み、j番目のスケジューリング情報群および
i番目のスケジューリング情報群は異なるスケジューリング情報であり、処理モジュール1
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1は、N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1
のダウンリンクデータを構成するときに、j番目のスケジューリング情報群に基づいてSj
片のダウンリンクデータを特に構成し、Sj片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する
。
【０１６１】
　Sj片のダウンリンクデータで搬送される情報は、Si片のダウンリンクデータで搬送され
る情報とは異なり、Sjは正の整数である。
【０１６２】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、処理モジュール11は、N個のスケジューリング
情報群のうちのP個のスケジューリング情報群に基づいて第2のダウンリンクデータを構成
するようにさらに構成され、PはN以下の正の整数である。
【０１６３】
　トランシーバモジュール12は、第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを第2の
端末装置に送信するようにさらに構成される。
【０１６４】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位と重な
らず、M個のスケジューリング情報群は、P個のスケジューリング情報群と同じ、部分的に
同じ、または異なるか、あるいは
　第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位と重なるかまたは部分的に重なり、M個のスケ
ジューリング情報群は、P個のスケジューリング情報群と異なる。
【０１６５】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、トランシーバモジュール12は、第1の伝送時間
単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信する前に、第1の端末装置および
／または第2の端末装置にスケジューリング情報指示シグナリングを送信するようにさら
に構成され、スケジューリング情報指示シグナリングは、N個のスケジューリング情報群
を指示するために使用され、スケジューリング情報指示シグナリングは、上位レイヤシグ
ナリングまたは物理レイヤシグナリングである。
【０１６６】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、トランシーバモジュール12は、第1の伝送時間
単位でダウンリンクデータ指示シグナリングを第1の端末装置に送信するようにさらに構
成され、ダウンリンクデータ指示シグナリングは、第1のダウンリンクデータが第1の伝送
時間内に送信されるかどうかを示すために使用される。
【０１６７】
　図10は、本発明による端末装置の実施形態1の概略構成図である。この実施形態で提供
される端末装置は、端末装置に適用されかつ図2および本発明の任意選択の実施形態で提
供される方法のステップを実施することができる。具体的な実施プロセスはここでは再度
説明されない。具体的には、この実施形態で提供される端末装置は、
　N個のスケジューリング情報群を決定し、Nは正の整数であり、N個のスケジューリング
情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出し、第1のダウン
リンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含む、ように構成された処理モジ
ュール21を含む。
【０１６８】
　本発明のこの実施形態で提供される端末装置は、具体的には第1の端末装置である。ネ
ットワーク装置は、端末装置群の要件に基づいてN個のスケジューリング情報群を構成し
、N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて少なく
とも1片のダウンリンクデータを構成し、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータ
を第1の端末装置に送信する。これに対応して、第1の端末装置は、N個のスケジューリン
グ情報群を決定し、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1の
ダウンリンクデータを検出する。このプロセスでは、第1のダウンリンクデータは少なく
とも1片のダウンリンクデータを含み、少なくとも1片のダウンリンクデータは同じ情報を
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搬送する。したがって、第1の端末装置が第1のダウンリンクデータから1片のダウンリン
クデータを正しく検出できれば、データの受信に成功したことになる。このように、第1
のダウンリンクデータは、複数回の伝送と1回の検出に成功することで、正常に伝送され
得るので、信頼性の高いデータ伝送が実現される。さらに、大量の制御オーバヘッドを導
入することなく、PDCCH動的スケジューリングの低い信頼性が回避されるだけでなく、リ
ンクアダプテーションも得られる。
【０１６９】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータは、N個のスケジュー
リング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によっ
て構成され、MはN以下の正の整数である。
【０１７０】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータはM片のダウンリンク
データを含み、M片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送し、N個のスケジューリング情
報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出するとき、処理モジ
ュール21は、第1の伝送時間単位で、M個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャ
ネルリソースからM片のダウンリンクデータを抽出するように特に構成され、および／ま
たは処理モジュール21は、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で
第1のダウンリンクデータを検出するとき、M個のスケジューリング情報群に示されるM個
のMCSに基づいて、第1の伝送時間単位でM片のダウンリンクデータを復調するように特に
構成される。
【０１７１】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジ
ューリング情報群のうちのi番目のスケジューリング情報群を含み、i番目のスケジューリ
ング情報群はSi個のチャネルリソースを示すか、またはi番目のスケジューリング情報群
はSi個のチャネルリソースおよびSi個のMCSを示すか、またはi番目のスケジューリング情
報群はSi個のチャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示す。
【０１７２】
　Siは1より大きい整数である。
【０１７３】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータはSi片のダウンリン
クデータを含み、処理モジュール21は、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝
送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出するときにi番目のスケジューリング情報群
に基づいてSi片のダウンリンクデータを検出するように特に構成され、Si片のダウンリン
クデータは同じ情報を搬送する。
【０１７４】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータはSj片のダウンリン
クデータをさらに含み、M個のスケジューリング情報群は、N個のスケジューリング情報群
のうちのj番目のスケジューリング情報群を含み、j番目のスケジューリング情報群および
i番目のスケジューリング情報群は異なるスケジューリング情報であり、処理モジュール2
1は、j番目のスケジューリング情報群に基づいてSj片のダウンリンクデータを検出するよ
うに特に構成され、Sj片のダウンリンクデータは同じ情報を搬送する。
【０１７５】
　Sj片のダウンリンクデータで搬送される情報は、Si片のダウンリンクデータで搬送され
る情報とは異なり、Sjは正の整数である。
【０１７６】
　図10を参照すると、本発明のこの実施形態で提供される端末装置は、
　処理モジュール21がN個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1
のダウンリンクデータを検出する前に、ネットワーク装置によって送信されたスケジュー
リング情報指示シグナリングを受信し、スケジューリング情報指示シグナリングは、N個
のスケジューリング情報群を指示するために使用され、スケジューリング情報指示シグナ
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リングは、上位レイヤシグナリングまたは物理レイヤシグナリングである、ように構成さ
れたトランシーバモジュール22をさらに含む。
【０１７７】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、トランシーバモジュール22は、処理モジュール
21がN個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデ
ータを検出する前に、ネットワーク装置によって送信されるダウンリンクデータ指示シグ
ナリングを受信するように構成され、ダウンリンクデータ指示シグナリングは、第1のダ
ウンリンクデータが第1の伝送時間内に送信されるかどうかを示すために使用される。
【０１７８】
　図11は、本発明によるネットワーク装置の実施形態2の概略構成図である。本実施形態
で提供されるネットワーク装置は、プロセッサ31、メモリ32、通信インタフェース33、お
よびシステムバス34を含む。メモリ32、通信インタフェース33、およびプロセッサ31は、
システムバス34を用いて互いに接続されて通信する。メモリ32はコンピュータ実行命令を
格納するように構成され、通信インタフェース33は他の装置と通信するように構成され、
プロセッサ31はコンピュータ実行命令を実行するように構成され、それによってネットワ
ーク装置は図2または任意選択の実施形態に適用されるステップを実行する。
【０１７９】
　図12は、本発明による端末装置の実施形態2の概略構成図である。本実施形態で提供さ
れる端末装置は、プロセッサ41、メモリ42、通信インタフェース43、およびシステムバス
44を含む。メモリ42、通信インタフェース43、およびプロセッサ41は、システムバス44を
用いて互いに接続されて通信する。メモリ42はコンピュータ実行命令を格納するように構
成され、通信インタフェース43は他の装置と通信するように構成され、プロセッサ41はコ
ンピュータ実行命令を実行するように構成され、それによって端末装置は図2または任意
選択の実施形態に適用されるステップを実行する。
【０１８０】
　図13は、本発明によるネットワーク装置の実施形態3の概略構成図である。この実施形
態で提供されるネットワーク装置は、ネットワーク装置に適用されかつ図5および本発明
の任意選択の実施形態で提供される方法のステップを実施することができる。具体的な実
施プロセスはここでは再度説明されない。具体的には、この実施形態で提供されるネット
ワーク装置は、
　第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信するように構成
されたトランシーバモジュール51であって、第1のダウンリンクデータに含まれる少なく
とも1つのトランスポートブロックはスケジューリング情報を含む、トランシーバモジュ
ール51と、
　スケジューリング情報に基づいて第2のダウンリンクデータを構成するように構成され
た処理モジュール52とを含む。
【０１８１】
　トランシーバモジュール51は、第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを第1の
端末装置に送信するようにさらに構成される。
【０１８２】
　第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位より早い。
【０１８３】
　本発明のこの実施形態で提供されるネットワーク装置は、第1の伝送時間単位で第1のダ
ウンリンクデータを第1の端末装置に送信し、第1のダウンリンクデータに含まれる少なく
とも1つのトランスポートブロックはスケジューリング情報を含み、スケジューリング情
報に基づいて第2のダウンリンクデータを構成し、第2の伝送時間単位で第2のダウンリン
クデータを第1の端末に送信する。これに対応して、第1の端末装置は、受信した第2のダ
ウンリンクデータを第2の伝送時間単位で復調する。このプロセスでは、ネットワーク装
置は、まずスケジューリング情報を第1の端末装置に送信し、その後、スケジューリング
情報に基づいて構成されたダウンリンクデータを第1の端末装置に送信し、このため、第1
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の端末装置は、スケジューリング情報に基づいてダウンリンクデータを検出することがで
き、それによって信頼性の高いデータ伝送を実現する。さらに、大量の制御オーバヘッド
を導入することなく、PDCCH動的スケジューリングの低い信頼性が回避されるだけでなく
、リンクアダプテーションも得られる。
【０１８４】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータはA個のトランスポー
トブロックを含み、スケジューリング情報はA個のトランスポートブロックのうちの1つの
最初のXビットまたは最後のXビットを占有するか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のXビットまたは最後のXビットを占
有する。
【０１８５】
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【０１８６】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、トランスポートブロックはスケジューリング情
報指示フィールド情報をさらに含む。
【０１８７】
　第1のダウンリンクデータはA個のトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報指示フィールド情報はA個のトランスポートブロックのうちの1つの最初のYビットを占
有し、スケジューリング情報はトランスポートブロックのYビットの後のXビットを占有す
るか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報指示フィールド情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のYビットを占有
し、スケジューリング情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれのYビットの後のX
ビットを占有する。
【０１８８】
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【０１８９】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、トランスポートブロック内のすべての情報に対
してジョイントコーディングが実行される。
【０１９０】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、処理モジュール52は、トランシーバモジュール
51が第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信する前にN個の
スケジューリング情報群を構成し、Nは正の整数であり、N個のスケジューリング情報群の
うちの1つに基づいて第1のダウンリンクデータを構成するようにさらに構成される。
【０１９１】
　図14は、本発明による端末装置の実施形態3の概略構成図である。この実施形態で提供
される端末装置は、端末装置に適用されかつ図5および本発明の任意選択の実施形態で提
供される方法のステップを実施することができる。具体的な実施プロセスはここでは再度
説明されない。具体的には、この実施形態で提供される端末装置は、
　第1の伝送時間単位でネットワーク装置によって送信される第1のダウンリンクデータを
受信するように構成されたトランシーバモジュール61であって、第1のダウンリンクデー
タに含まれる少なくとも1つのトランスポートブロックはスケジューリング情報を含む、
トランシーバモジュール61と、
　スケジューリング情報に基づいて第2の伝送時間単位で第2のダウンリンクデータを復調
するように構成された処理モジュール62であって、第2のダウンリンクデータはスケジュ
ーリング情報に基づいてネットワーク装置によって構成される、処理モジュール62とを含
む。
【０１９２】
　第1の伝送時間単位は第2の伝送時間単位より早い。
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【０１９３】
　本発明のこの実施形態で提供される端末装置は、第1の伝送時間単位でネットワーク装
置によって送信される第1のダウンリンクデータを受信し、第1のダウンリンクデータに含
まれる少なくとも1つのトランスポートブロックはスケジューリング情報を含み、第2の伝
送時間単位でネットワーク装置によって送信される第2のダウンリンクデータを受信し復
調する。このプロセスでは、ネットワーク装置は、まずスケジューリング情報を第1の端
末装置に送信し、その後、スケジューリング情報に基づいて構成されたダウンリンクデー
タを第1の端末装置に送信し、このため、第1の端末装置は、スケジューリング情報に基づ
いてダウンリンクデータを検出することができ、それによって信頼性の高いデータ伝送を
実現する。さらに、大量の制御オーバヘッドを導入することなく、PDCCH動的スケジュー
リングの低い信頼性が回避されるだけでなく、リンクアダプテーションも得られる。
【０１９４】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータはA個のトランスポー
トブロックを含み、スケジューリング情報はA個のトランスポートブロックのうちの1つの
最初のXビットまたは最後のXビットを占有するか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のXビットまたは最後のXビットを占
有する。
【０１９５】
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【０１９６】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、第1のダウンリンクデータはA個のトランスポー
トブロックを含み、スケジューリング情報指示フィールド情報はA個のトランスポートブ
ロックのうちの1つの最初のYビットを占有し、スケジューリング情報はトランスポートブ
ロックのYビットの後のXビットを占有するか、または
　第1のダウンリンクデータは2つのトランスポートブロックを含み、スケジューリング情
報指示フィールド情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれの最初のYビットを占有
し、スケジューリング情報は2つのトランスポートブロックのそれぞれのYビットの後のX
ビットを占有する。
【０１９７】
　Xは1以上の整数であり、Aは1または2に等しい。
【０１９８】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、トランスポートブロック内のすべての情報に対
してジョイントコーディングが実行される。
【０１９９】
　任意選択で、本発明の一実施形態では、トランシーバモジュール61は、第1の伝送時間
単位で、N個のスケジューリング情報群のうちの1つに基づいてネットワーク装置によって
構成された第1のダウンリンクデータを受信するように特に構成される。
【０２００】
　図15は、本発明によるネットワーク装置の実施形態4の概略構成図である。この実施形
態で提供されるネットワーク装置は、プロセッサ71、メモリ72、通信インタフェース73、
およびシステムバス74を含む。メモリ72、通信インタフェース73、プロセッサ71は、シス
テムバス74を用いて互いに接続されて通信する。メモリ72はコンピュータ実行命令を格納
するように構成され、通信インタフェース73は他の装置と通信するように構成され、プロ
セッサ71はコンピュータ実行命令を実行するように構成され、それによってネットワーク
装置は図5または任意選択の実施形態に適用されるステップを実行する。
【０２０１】
　図16は、本発明による端末装置の実施形態4の概略構成図である。本実施形態で提供さ
れる端末装置は、プロセッサ81、メモリ82、通信インタフェース83、およびシステムバス
84を含む。メモリ82、通信インタフェース83、プロセッサ81は、システムバス84を用いて
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い互に接続されて通信する。メモリ82はコンピュータ実行命令を格納するように構成され
、通信インタフェース83は他の装置と通信するように構成され、プロセッサ81はコンピュ
ータ実行命令を実行するように構成され、それによって端末装置は図5または任意選択の
実施形態に適用されるステップを実行する。
【０２０２】
　当業者は、方法の実施形態のステップのすべてまたは一部が、関連するハードウェアを
指示するプログラムにより実施され得ることを理解することができる。プログラムは、コ
ンピュータ可読記憶媒体に格納されてもよい。プログラムが実行されると、方法の実施形
態のステップが実行される。前述の記憶媒体は、ROM、RAM、磁気ディスク、または光ディ
スクのようなプログラムコードを記憶することができる任意の媒体を含む。
【０２０３】
　最後に、前述の実施形態は、本発明を制限するものではなく、本発明の技術的解決策を
説明するためのものにすぎないことに留意すべきである。前述の実施形態に関連して本発
明を詳細に説明したが、当業者は、本発明の実施形態の技術的解決策の範囲から逸脱する
ことなく、前述の実施形態で説明した技術的解決策に更なる変更を加えるか、一部または
すべてのその技術的特徴に同等の置換を行うことができることを理解すべきである。
【符号の説明】
【０２０４】
　　11　処理モジュール
　　12　トランシーバモジュール
　　21　処理モジュール
　　22　トランシーバモジュール
　　31　プロセッサ
　　32　メモリ
　　33　通信インタフェース
　　34　システムバス
　　41　プロセッサ
　　42　メモリ
　　43　通信インタフェース
　　44　システムバス
　　51　トランシーバモジュール
　　52　処理モジュール
　　61　トランシーバモジュール
　　62　処理モジュール
　　71　プロセッサ
　　72　メモリ
　　73　通信インタフェース
　　74　システムバス
　　81　プロセッサ
　　82　メモリ
　　83　通信インタフェース
　　84　システムバス
　　UE1　第1の端末装置
　　UE2　第2の端末装置
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【図１３】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年6月20日(2019.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク装置によって、N個のスケジューリング情報群を構成するステップであっ
て、Nは正の整数である、ステップと、
　前記ネットワーク装置によって、前記N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケ
ジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを構成するステップであって、
前記第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、MはN以下の
正の整数である、ステップと、
　前記ネットワーク装置によって、第1の伝送時間単位で前記第1のダウンリンクデータを
第1の端末装置に送信するステップと
　を含む、データ伝送方法。
【請求項２】
　前記第1のダウンリンクデータがM片のダウンリンクデータを含み、前記M片のダウンリ
ンクデータは同じ情報を搬送し、前記ネットワーク装置によって、前記N個のスケジュー
リング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータ
を構成する前記ステップは、
　前記ネットワーク装置によって、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個の変
調符号化方式MCSに基づいて、前記M片のダウンリンクデータを個別に変調するステップ、
および／または
　前記ネットワーク装置によって、前記M片のダウンリンクデータを、前記M個のスケジュ
ーリング情報群に示されるM個のチャネルリソースにそれぞれマッピングするステップを
含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記M個のスケジューリング情報群が、前記N個のスケジューリング情報群のうちのi番
目のスケジューリング情報群を含み、前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャネルリ
ソースおよびSi個のMCSを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチ
ャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、
　Siは1より大きい整数である、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1のダウンリンクデータがSi片のダウンリンクデータを含み、前記ネットワーク
装置によって、前記N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群
に基づいて第1のダウンリンクデータを構成する前記ステップは、
　前記ネットワーク装置によって、前記i番目のスケジューリング情報群に基づいて前記S

i片のダウンリンクデータを構成するステップであって、前記Si片のダウンリンクデータ
は同じ情報を搬送する、ステップを含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　第1の端末装置によって、N個のスケジューリング情報群を決定するステップであって、
Nは正の整数である、ステップと、
　前記第1の端末装置によって、前記N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送
時間単位で第1のダウンリンクデータを検出するステップであって、前記第1のダウンリン
クデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含む、ステップと
　を含む、データ伝送方法。
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【請求項６】
　前記第1のダウンリンクデータが、前記N個のスケジューリング情報群のうちのM個のス
ケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によって構成され、MはN以下の正の整
数である、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1のダウンリンクデータがM片のダウンリンクデータを含み、前記M片のダウンリ
ンクデータは同じ情報を搬送し、前記第1の端末装置によって、前記N個のスケジューリン
グ情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータの検出する前記ステッ
プは、
　前記第1の伝送時間単位で前記第1の端末装置によって、前記M個のスケジューリング情
報群に示されるM個のチャネルリソースから前記M片のダウンリンクデータを抽出するステ
ップ、および／または
　前記第1の端末装置によって、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個のMCSに
基づいて、前記第1の伝送時間単位で前記M片のダウンリンクデータを復調するステップを
含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　N個のスケジューリング情報群を構成し、Nは正の整数であり、前記N個のスケジューリ
ング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づいて第1のダウンリンクデータを
構成し、前記第1のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、M
はN以下の正の整数である、ように構成された処理モジュールと、
　第1の伝送時間単位で前記第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信するように
構成されたトランシーバモジュールと
　を備える、ネットワーク装置。
【請求項９】
　前記第1のダウンリンクデータがM片のダウンリンクデータを含み、前記M片のダウンリ
ンクデータは同じ情報を搬送し、前記N個のスケジューリング情報群のうちの前記M個のス
ケジューリング情報群に基づいて前記第1のダウンリンクデータを構成するとき、前記処
理モジュールは、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個の変調符号化方式MCS
に基づいて、前記M片のダウンリンクデータを特に個別に変調する、および／または前記M
片のダウンリンクデータを、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャネル
リソースにそれぞれマッピングする、請求項8に記載の装置。
【請求項１０】
　前記M個のスケジューリング情報群が、前記N個のスケジューリング情報群のうちのi番
目のスケジューリング情報群を含み、前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャ
ネルリソースを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチャネルリ
ソースおよびSi個のMCSを示すか、または前記i番目のスケジューリング情報群はSi個のチ
ャネルリソース、Si個のMCS、およびSi個の冗長バージョンRVを示し、
　Siは1より大きい整数である、請求項8に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第1のダウンリンクデータがSi片のダウンリンクデータを含み、前記処理モジュー
ルは、前記N個のスケジューリング情報群のうちの前記M個のスケジューリング情報群に基
づいて前記第1のダウンリンクデータを構成するときに前記i番目のスケジューリング情報
群に基づいて前記Si片のダウンリンクデータを特に構成し、前記Si片のダウンリンクデー
タは同じ情報を搬送する、請求項10に記載の装置。
【請求項１２】
　端末装置であって、前記端末装置が第1の端末装置であり、前記第1の端末装置は、
　N個のスケジューリング情報群を決定し、Nは正の整数であり、前記N個のスケジューリ
ング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを検出し、前記第1
のダウンリンクデータは少なくとも1片のダウンリンクデータを含む、ように構成された
処理モジュールを備える、端末装置。
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【請求項１３】
　前記第1のダウンリンクデータが、前記N個のスケジューリング情報群のうちのM個のス
ケジューリング情報群に基づいてネットワーク装置によって構成され、MはN以下の正の整
数である、請求項12に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第1のダウンリンクデータがM片のダウンリンクデータを含み、前記M片のダウンリ
ンクデータは同じ情報を搬送し、前記N個のスケジューリング情報群に基づいて前記第1の
伝送時間単位で前記第1のダウンリンクデータを検出するとき、前記処理モジュールは、
前記第1の伝送時間単位で、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個のチャネル
リソースから前記M片のダウンリンクデータを抽出するように特に構成され、および／ま
たは前記処理モジュールは、前記M個のスケジューリング情報群に示されるM個のMCSに基
づいて、前記第1の伝送時間単位で前記M片のダウンリンクデータを復調するように特に構
成される、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　プロセッサ、メモリ、および、通信インタフェース、を備えたコンピュータにおいて実
行されたときに、請求項1から7のいずれか一項に記載の方法を実行する、コンピュータプ
ログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　後述の実施形態は、例えば、通信技術に関し、更に、例えば、データ伝送方法、ネット
ワーク装置、および端末装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　後述の実施形態は、例えば、データ伝送方法、ネットワーク装置、および端末装置に関
する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　以下の記載は本願／本発明の範囲を限定もしくは制限するものではない。
　第1の態様によれば、本発明の一実施形態はデータ伝送方法を提供する。方法は、ネッ
トワーク装置の観点から説明され、方法は、ネットワーク装置によって、端末装置群の要
件に基づいてN個のスケジューリング情報群を構成し、N個のスケジューリング情報群のう
ちのM個のスケジューリング情報群に基づいて少なくとも1片のダウンリンクデータを構成
し、第1の伝送時間単位で第1のダウンリンクデータを第1の端末装置に送信するステップ
と、これに対応して、第1の端末装置によって、N個のスケジューリング情報群を決定する
ステップと、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単位で第1のダウン
リンクデータを検出するステップと、を含む。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　本発明の実施形態で提供されるデータ伝送方法、ネットワーク装置、および端末装置に
よれば、ネットワーク装置は、端末装置群の要件に基づいてN個のスケジューリング情報
群を構成し、N個のスケジューリング情報群のうちのM個のスケジューリング情報群に基づ
いて少なくとも1片のダウンリンクデータを構成し、第1の伝送時間単位で第1のダウンリ
ンクデータを第1の端末装置に送信する。これに対応して、第1の端末装置は、N個のスケ
ジューリング情報群を決定し、N個のスケジューリング情報群に基づいて第1の伝送時間単
位で第1のダウンリンクデータを検出する。このプロセスでは、第1のダウンリンクデータ
は少なくとも1片のダウンリンクデータを含み、少なくとも1片のダウンリンクデータは同
じ情報を搬送する。したがって、第1の端末装置が第1のダウンリンクデータから1片のダ
ウンリンクデータを正しく検出できれば、データの受信に成功したことになる。このよう
に、第1のダウンリンクデータは、複数回の伝送と1回の検出に成功することで、正常に伝
送され得るので、信頼性の高いデータ伝送が実現される。さらに、大量の制御オーバヘッ
ドを導入することなく、PDCCH動的スケジューリングの低い信頼性が回避されるだけでな
く、リンクアダプテーションも得られる。
　以上の記載は本願／本発明の範囲を限定もしくは制限するものではない。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　以下の開示は例示であり、このため、本発明の範囲は以下の開示に限定、制限されるも
のではない。
　本発明の明細書、特許請求の範囲、および添付図面において、「第1」、「第2」、「第
3」、「第4」等（もしあれば）の用語は類似のオブジェクトを区別することを意図してい
るが、必ずしも特定の順序または配列を示すものではない。そのように言及されたデータ
は、本明細書に記載された本発明の実施形態が、本明細書に図示または記載された順序以
外の順序で実施され得るように、適切な状況において交換可能であることを理解されたい
。さらに、用語「含む（include、contain）」および任意の他の変形は、非排他的な包含
をカバーすることを意味し、例えば、ステップまたはユニットの列挙を含むプロセス、方
法、システム、製品、または装置が、それらのユニットに必ずしも限定されないが、その
ようなプロセス、方法、システム、製品、または装置に明確に列挙されていないまたは固
有でない他のユニットを含んでもよい。
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